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篤
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近
藤
篤
山
を
理
解
す
る
た
め
に

ま
ず
は
生
い
立
ち
を
知
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
小
松

史
談
会
会
長
の
石
丸
敏
信
さ
ん
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
―
。

苦
労
し
た
幼
少
期

　
近
藤
篤
山
は
宇
摩
郡
の
小
林
村

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
6
歳
の
時
に

両
親
が
離
婚
し
、
母
が
実
家
に
帰

る
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
10
歳
の
時
に
は
天
災
が

続
き
、
家
が
破
産
し
ま
し
た
。
父

は
学
問
の
あ
る
人
だ
っ
た
の
で
、

別
子
銅
山
の
小
役
人
と
し
て
雇
わ

れ
、
別
子
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
は
非
常
に
貧
し
い
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
新
し
い

母
を
迎
え
ま
し
た
。
篤
山
は
非
常

に
優
秀
で
、
向
学
心
が
あ
り
、
家

の
こ
と
を
よ
く
手
伝
い
、
新
し
い

母
も
特
に
大
事
に
し
ま
し
た
。
ど

ん
な
寒
い
日
で
も
素
読
の
声
が
聞

こ
え
な
い
日
は
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
い
ず
れ
は
学
問
で
名
を
成

し
、
貧
し
い
生
活
か
ら
抜
け
出
し

た
い
と
い
う
思
い
は
、
小
さ
い
時

か
ら
ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
し
た
。

朱
子
学
と
の
出
会
い

　
篤
山
が
あ
ま
り
に
も
優
秀
な
の

で
、
父
は
こ
こ
で
埋
も
れ
さ
せ
て

は
い
け
な
い
と
、
大
阪
に
や
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
篤
山
は
、
川
之

江
出
身
の
尾び
と
う
じ
し
ゅ
う

藤
二
洲
と
い
う
朱
子

学
の
先
生
の
塾
に
入
り
ま
し
た
。

貧
乏
だ
か
ら
仕
送
り
も
な
く
、
服

も
買
え
ず
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
、
お
か

ら
や
粥か
ゆ

し
か
食
べ
ら
れ
ず
、
や
せ

細
り
ま
し
た
が
、
絶
対
に
弱
音
を

吐
か
ず
必
死
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
朱
子
学
に
出
会
っ
た
篤

山
は
、
砂
漠
が
水
を
吸
い
込
む
よ

う
に
学
び
ま
す
。
篤
山
に
と
っ
て

朱
子
学
は
ぴ
っ
た
り
き
ま
し
た
。

命
が
け
で
学
ぶ
値
打
ち
の
あ
る
学

問
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
3
年
経
つ

と
「
尾
藤
塾
に
篤
山
が
い
る
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
へ
行
く

　
篤
山
が
26
歳
の
時
、
日
本
一
の

学
校
で
あ
る
江
戸
の
昌
し
ょ
う
へ
い
こ
う

平
黌
に
、

尾
藤
二
洲
が
教
授
と
し
て
招
か
れ

ま
し
た
。
二
洲
は
、
篤
山
を
こ
の

ま
ま
腐
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
、

昌
平
黌
へ
誘
い
ま
す
。

　
篤
山
は
悩
み
ま
し
た
。
病
気
が

ち
の
父
に
は
、
銅
山
は
環
境
も
悪

く
、
こ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
の
は

申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
勉
強
は
し

た
い
。
悩
ん
だ
末
、
つ
い
に
29
歳

の
時
に
昌
平
黌
へ
入
る
こ
と
を
決

心
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
ま
た
猛
勉
強
し
、
２
〜

３
年
す
る
と
昌
平
黌
で
も
名
が
通

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各
藩
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
間
が
集
ま
る

中
、
篤
山
は
大
き
な
藩
か
ら
儒
者

に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
ほ
ど

存
在
感
が
あ
り
、
二
洲
は
自
分
の

後
継
ぎ
に
と
太
鼓
判
を
押
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
地
位
と
財
産
を
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篤と
く

山ざ
ん

先
生
が

　残
し
た
も
の

特集

　西
条
市
が
誇
る
郷
土
の
偉
人
、
近
藤
篤
山
は
、
江
戸
時
代
に
小
松

藩
で
朱
子
学
を
教
え
た
教
育
者
で
す
。
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育

て
た
だ
け
で
な
く
、
生
涯
を
通
じ
て
周
り
か
ら
模
範
と
な
る
よ
う

な
生
き
方
を
し
、「
伊
予
聖
人
」
と
ま
で
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
教
え
・
生
き
様
か
ら
、
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

写真：近藤篤山旧邸

近藤篤山（1766－1846）

略年譜
宇摩郡小林村（現在の四
国中央市土居町）に生ま
れる

生母との別離にあう

家産が傾き、家族で別子
銅山に移る

大阪で儒学者、尾藤二洲
の塾に入門する

江戸の昌平黌に入門し、
再び尾藤二洲の教えを受
ける

江戸での勉学を終え郷里
へ帰る

川之江に私塾を開き門弟
を教える

小松藩に招かれ藩校「養
正館」儒官となる

現在の屋敷に移る

隠居を許される。40年以
上の教育・徳行に対し、
幕府から表彰される

81歳をもって没す

明和３年
（1766）

明和８年
（1771）

安永４年
（1775）

天明８年
（1788）

寛政６年
（1794）

寛政９年
（1797）

寛政10年
（1798）

享和３年
（1803）

文化３年
（1806）

天保13年
（1842）

弘化３年
（1846）

生誕
250年

約
束
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
篤
山
は
故
郷
の
親
の
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
か

帰
っ
て
親
を
救
い
、
親
と
共
に
過

ご
し
、
朱
子
学
で
い
う
孝
行
、
孝

養
を
実
践
す
る
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
。
石
鎚
山
脈
の

自
然
や
故
郷
が
本
当
に
好
き
で
、

あ
の
ふ
と
こ
ろ
で
父
母
と
共
に
過

ご
し
た
い
と
い
う
思
い
が
消
え
ず
、

32
歳
の
時
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

小
松
藩
で
の
40
年
間

　
帰
っ
て
き
た
篤
山
は
、
尾
藤
二

洲
の
出
身
地
で
あ
る
川
之
江
で
塾

を
開
き
、
弟
子
た
ち
を
教
え
ま
し

た
。
37
歳
の
時
に
小
松
藩
へ
招
し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
た
の
で
す
が
、
川
之
江
の
弟

子
た
ち
が
書
い
た
別
れ
の
手
紙
に

は
「
先
生
と
別
れ
る
の
が
つ
ら

い
」「
私
た
ち
を
見
捨
て
る
の
で

す
か
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
慕
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
小
松
藩
に
藩
主
の
先
生
と
し
て

招
か
れ
た
篤
山
は
、
藩
校
の
養よ
う

正せ
い

館か
ん

で
殿
様
や
藩
士
に
朱
子
学
を
教

え
、
1
年
も
す
る
と
皆
に
慕
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
弟
子
の

中
か
ら
も
レ
ベ
ル
の
高
い
人
間
が

ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
し
た
。

　
篤
山
の
推
薦
も
あ
り
、
昌
平
黌

へ
も
多
く
の
人
が
行
き
ま
し
た
。

統
計
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
弘

化
３
（
１
８
４
６
）
年
か
ら
の
８

年
間
に
、
１
万
石
の
小
松
藩
か
ら

は
４
人
も
行
き
ま
し
た
。
昌
平
黌

の
入
寮
者
数
を
各
藩
の
石
高
で
割

っ
て
み
る
と
、
小
松
藩
が
全
国
で

一
番
の
割
合
で
す
。
そ
れ
は
篤
山

の
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　
篤
山
は
81
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、

小
松
で
40
年
以
上
教
え
ま
し
た
。

小松史談会会長

石丸敏信さん

Interview

近藤篤山の生き様

篤山はどういう人物だったか
　一つ目は、朱子学の真の教育者でした。新しい学説や
著書を多く出したわけではありませんが、尾藤二洲から
学んだことを伝え、朱子学の神髄を厳しく教えました。
　二つ目は、朱子学の教え、例えば親孝行しなさい、長
幼の序を守りなさいといったことを自ら行った実践者で
した。生活全てが朱子学の教えに基づいていました。
　三つ目は、篤山が言った「三戒」の教えを、自分で実
践しました。三戒というのは、自分をともかく厳しく鍛
えるという考え方ですが、これを自ら実践しました。

日記から見えてきたもの
　近藤篤山は、「聖人といわれた人」「雲の上の人」と
いうように捉えられることが多くあります。そこには
「私たちとは違う」「ついていけない」という部分があ
るかもしれません。
　約７年前に「机上日録」が見つかりました。篤山の
32年間の日記です。それを読むと、篤山は毎日手紙を
たくさん書いていました。日記には合計2,000人くらい
の名前が出てきます。それくらい人とのつながりを大事
にしていました。弟子に子どもができたら心から喜び、
誰かが亡くなったら心から悲しみました。各所へ行っ
ていろんな話をしました。弟子が病気なら飛んで行っ

て看病して励まし、悩む人がいればそこへ行って相談に
のりました。篤山は常に人々の中で生きていました。
　このように、篤山には親しみやすい一面もあったとわ
かります。雲の上の存在としてだけでなく、そういうと
ころが伝わり、自然に「聖人みたいな人だ」というよう
になったのではないかと今は思っています。ただ、なぜ
聖人といわれたのかは、まだ研究の余地があります。

引き継いでいくために
　篤山の偉業、生き様をどのように後世へつないでいく
か。そのためにはやはり小・中・高校生、次の世代を担
う人たちにどう伝えていくかが一番大事なことです。
　道徳として、上から目線で「篤山先生は親孝行だった
ので親孝行は大事です、あなたもしなさいよ」という教
え方ではだめです。篤山は私たちと同じように悩み、苦
しんで、しかし自分に目を向け、自分を鍛えていこうと
しました。そういう面を、子どものうちに受け入れられ
るような方向が大切だと思います。
　小さい時から三戒の教えを学び、意味が次第に分かっ
てきます。小・中・高校と継続し、大人になってからも
故郷を勉強するという流れができ、それが西条市全体に
広がっていけばいいと思います。ずっとつないでいくこ
とが大事です。

篤山の研究、資料の編集発行などを行う
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▲篤山旧邸に展示されている「三
さん

戒
かい

」の教え



つ
な
い
で
い
く―

小
学
３
年
生
の
児
童
が

近
藤
篤
山
旧
邸
を
見
学

　
９
月
16
日
、
小
松
小
学
校
３
年
生

の
児
童
が
、
近
藤
篤
山
旧
邸
を
見
学

し
ま
し
た
。
建
物
の
中
に
入
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
居
間
に
集
ま
り

ま
し
た
。
篤
山
先
生
に
つ
い
て
の
子

ど
も
た
ち
の
質
問
に
対
し
、
小
松
公

民
館
職
員
が
説
明
す
る
の
を
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
建
物
内
の
見
学
に
移
り
、

書
斎
や
座
敷
、
縁
側
な
ど
を
見
て
回

り
ま
し
た
。
篤
山
先
生
が
実
際
に
生

活
し
て
い
た
場
所
で
、
ど
ん
な
こ
と

を
感
じ
取
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
、
授
業
の
中
で
学
習
を
進
め
、

学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
ま
す
。小
松
・

石
根
小
児
童
に
よ
る
学
習
の
成
果
は
、

11
月
12
日
㈯
〜
20
日
㈰
に
こ
の
篤
山

旧
邸
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
近
藤
篤
山
の
教
え
は
、
現
在
も
学

校
教
育
な
ど
を
通
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
市
内
小
・
中
学
生
に
は

「
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
西
条
の

偉
人
伊
予
聖
人
近
藤
篤
山
」
と
題

し
た
冊
子
が
配
ら
れ
、
授
業
な
ど
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
生

誕
２
５
０
年
を
記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
集

篤
山
先
生
が
残
し
た
も
の

小松町ふるさと祭りでも
　　　生誕250年をお祝い

▲市教育委員会発行の冊子

　夏の恒例イベント・小松町ふるさと祭り。７月31日に
登場した篤山連も、篤山生誕250年を祝いました。地元
の中・高校生が、書道パフォーマンスで三戒の「立志」
「求己」「慎独」を書き、作品を持って歩きました。

しんどく きゅうき りっし

「
失
敗
し
て
も
人
の
せ
い
に

せ
ず
、
自
分
に
悪
い
と
こ
ろ

が
な
か
っ
た
か
反
省
す
る
」

「
他
人
が
見
て
い
て
も
見
て

い
な
く
て
も
、
同
じ
態
度
で

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
人
は
生
ま
れ
も
っ
た
才
能

を
高
め
る
た
め
、
さ
ら
に
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
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小松総合支所

小松温芳図書館

小松高校

小松公民館

国道11号

Ｎ

近藤篤山旧邸

JR伊予小松駅

近藤篤山
墓所

養正館跡

小松藩陣屋跡
開館時間・入館料などは
小松公民館にお問い合わ
せください。
℡0898－72－2631

近藤篤山

生誕250年
記念イベント

Interview

小
松
高
校
の
生
徒
が

篤
山
ら
の
肖
像
画
を
制
作

　「三戒」のほかに近藤篤山が説いた「四如の喩」の教えを教育理念
として、丹美園が安政５（1858）年に女子のための塾を開きました。
これが現在の小松高校ライフデザイン科につながっています。何かと
篤山との縁が深い小松高校では、小松の偉人を肖像画にし、コンテス
トを開催予定。美術部の６人に話を聞きました。

吉田彩乃さん
　　　（１年）
八木翔也さん
　　　（２年）
水田ほのかさん
　　　（３年）
伊藤優香さん
　　　（３年）
山田直美さん
　　　（３年）
伊藤聖菜さん
　　　（３年）

　生誕250年を記念し、近藤篤山旧邸・
小松温芳図書館・小松公民館では３館連
携してさまざまな企画を実施します。

●近藤篤山旧邸　無料開放
　期間：11月12日㈯～20日㈰
　※14日㈪・15日㈫は休館日です。

●小松・石根小学校児童による
　学習発表展示
　篤山先生について学習したことをまと
め、作品として展示します。
　期間：11月12日㈯～20日㈰
　場所：近藤篤山旧邸

●近藤篤山先生生誕250年記念
　特別展示「篤山先生一代記」
　篤山先生の一代記を描いた、近代日本
画（屏風）を展示します。
　期間：12月11日㈰まで
　場所：小松温芳図書館２階資料室

●近藤篤山先生生誕250年記念講座
　「愛媛県の儒学者～篤山先生を偲んで～」
　講師：野田善弘氏
　　　　（新居浜工業高等専門学校教授）
　日時：11月６日㈰　10時～11時30分
　場所：近藤篤山旧邸
　共催：小松史談会
　定員：40人（要申込）
　申込先：小松公民館

●小松中学校生徒による舞台発表
　「郷土の偉人　篤山先生に学ぶ」
　日時：11月12日㈯　13時～
　　　　（小松文化祭特別公演として）
　場所：小松公民館大ホール

●小松高校生徒作品「篤山先生と小松
　の偉人　肖像画コンテスト」
　小松高校の生徒が描いた、篤山先生と
小松の偉人の肖像画コンテストを開催し
ます。多くの投票をお待ちしています。
　期間：11月12日㈯～26日㈯
　場所：小松公民館

問合せ
○小松公民館　　　℡0898－72－2631
○小松温芳図書館　℡0898－72－5634

近藤篤山ゆかりの地

篤山先生の存在

み　え

しじょ たとえ

（写真左下から反時計回りに）

篤山先生のことは、小松高校に入ってから知りまし
た。創立記念日の集会で教えてもらいました。
篤山先生は尊敬できる人だと思います。残りの高校
生活の中でさらに知識を増やしたいです。
今回の肖像画コンテストを通して、いろんな篤山先
生を知ってほしいと思います。
小松高校といえば篤山先生がすぐ連想されます。生
徒たちから尊敬されている方だと思います。
丹美園を描きました。篤山先生がいなかったら小松
高校はなかったかもしれないので、偉大な方です。
小弾兵衛（小松一柳公の家来で剣の達人）を描きま
した。篤山先生は高校受験時に知りました。

こだ ん べ え
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９
月
定
例
会
は
、
８
月
30
日
～

９
月
21
日
の
23
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
、
条
例
案
・
各
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
条
市
市
営
土
地
改
良
事
業
等
の

経
費
の
分
担
金
等
徴
収
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

新
規
就
農
支
援
小
規
模
基
盤
整

備
モ
デ
ル
事
業
に
要
す
る
費
用
の

一
部
に
充
て
る
た
め
、
当
該
事
業

の
受
益
者
か
ら
受
益
の
限
度
に
お

い
て
分
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
所
要
の
条
例
改
正
を
行

お
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
４
回
）

○
補
正
額　
　

４
億
１
８
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
７
２
億
８
７
８
３
万
円

　

補
正
額
の
主
な
事
業
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
消
防
体
制
の
強
化
】

○
氷
見
分
団
蔵
置
所
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
６
２
１
万
円

○
消
防
車
両
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
９
１
８
万
円

【
子
育
て
環
境
の
充
実
】

○
私
立
保
育
所
等
業
務
効
率
化
推

進
事
業　
　
　
　

５
６
０
万
円

【
農
林
水
産
業
の
振
興
】

○
産
地
収
益
力
強
化
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
１
９
５
万
円

○
新
規
就
農
支
援
小
規
模
基
盤
整

備
モ
デ
ル
事
業　

１
１
０
万
円

○
効
率
的
野
菜
生
産
流
通
改
革
モ

デ
ル
事
業　
　

１
５
０
８
万
円

○
森
林
整
備
担
い
手
確
保
育
成
対

策
事
業　
　
　
　

５
４
０
万
円

【
新
規
産
業
の
創
出
】

○
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
新

産
業
創
出
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
７
万
円

【
観
光
産
業
の
創
出
】

○
石
鎚
山
系
魅
力
発
信
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

【
住
宅
の
整
備
】

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
２
８
０
万
円

【
学
校
教
育
の
充
実
】

○
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

７
２
０
０
万
円

○
中
学
校
理
科
教
育
設
備
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

【
国
体
施
設
の
整
備
】

○
石
鎚
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
０
万
円

【
そ
の
他
】

○
公
共
施
設
年
末
年
始
開
館
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

58
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　

１
億
４
７
３
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
０
８
億
２
６
０
６
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

３
５
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
３
７
３
４
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

２
９
６
１
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

38
億
２
９
１
６
万
円

小
規
模
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

29
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

５
０
５
４
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　
　
　
　

３
３
８
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

29
億
８
２
２
２
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

４
４
２
８
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
６
８
２
４
万
円

　

道
前
平
野
地
区
で
の
国
営
緊
急

農
地
再
編
整
備
事
業
の
新
規
着
工

に
伴
い
、
中
国
四
国
農
政
局
道
前

平
野
農
地
整
備
事
業
所
が
市
内
周

布
に
開
設
さ
れ
、
関
係
者
約
70
人

出
席
の
も
と
、
10
月
３
日
に
開
所

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
中
山
川
左
岸
に

広
が
る
約
６
５
０
㏊
の
区
画
整
理

や
排
水
施
設
の
整
備
な
ど
が
一
体

的
に
行
わ
れ
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
や
湛
水
被
害
防
止
、
農
作
業
の

効
率
化
な
ど
、
地
域
農
業
の
振
興

を
基
幹
と
し
た
総
合
的
な
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

東
予
総
合
支
所

　
　
　
　

農
林
土
木
課
西
部
分
室

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

　

伊
予
遍
路
道
「
横
峰
寺
道
」
は

文
化
庁
の
諮
問
機
関
で
あ
る
文
化

審
議
会
か
ら
平
成
28
年
６
月
17
日

付
で
国
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
、

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
10
月
３
日
付
の

官
報
告
示
を
も
っ
て
宇
和
島
市
の

「
仏
木
寺
道
」
と
共
に
、
正
式
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
峰
寺
道
は
第
59
番
札
所
国
分

寺
（
今
治
市
）
か
ら
第
60
番
札
所

横
峰
寺
に
至
る
道
で
、
二
十
丁
の

位
置
に
あ
る
湯
浪
休
憩
所
か
ら
の

山
道
に
旧
状
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

指
定
の
対
象
は
、
遺
存
状
態
が

良
好
な
湯
浪
休
憩
所
か
ら
五
丁
石

付
近
ま
で
の
約
１
・
７
㎞
の
区
間

で
、
伊
予
遍
路
道
の
実
態
を
考
え

る
上
で
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
４
階

　
　
　
　

社
会
教
育
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８
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▲十五丁石付近の横峰寺道。市
　内での国史跡指定は、法安寺
　跡、永納山城跡に続き３例目。

▲事業の関係者による道前平野
　農地整備事業所の看板掲示。

市議会９月定例会市議会９月定例会 一般会計補正額　４億187万円

伊
予
遍
路
道
「
横
峰
寺
道
」
を
国
史
跡
指
定

農
政
局
道
前
平
野
農
地
整
備
事
業
所
を
開
設



　

こ
の
た
び
当
市
は
、
立
正
佼
成
会
（
東
京

都
杉
並
区
、
川
端
健
之
代
表
役
員
）
と
「
津

波
避
難
ビ
ル
と
し
て
の
使
用
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
立
正
佼
成
会
西
条

教
会
を
11
棟
目
と
な
る
「
津
波
避
難
ビ
ル
」

に
指
定
し
ま
し
た
。

津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

　

鉄
則
は
「
す
ぐ
に
避
難
」
で
す
。
地
震
に
よ

る
強
い
揺
れ
や
、
弱
く
て
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た

揺
れ
を
感
じ
た
と
き
、
揺
れ
が
な
く
て
も
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
津
波
警
報
・
注
意
報
な
ど
を
見

聞
き
し
た
と
き
は
、
自
ら
進
ん
で
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
逃
げ
遅
れ
た
り
、
ど
う
し
て
も

遠
く
ま
で
避
難
で
き
な
い
場
合
は
、
近
く
の

津
波
避
難
ビ
ル
や
高
台
な
ど
に
避
難
し
、
津

波
警
報
・
注
意
報
な
ど
が
解
除
さ
れ
る
ま
で

必
ず
避
難
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

避
難
時
の
注
意

○�

協
定
の
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
場
所
以

外
に
は
、
施
設
管
理
者
な
ど
の
許
可
な
く

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

津
波
避
難
ビ
ル
は
、
津
波
か
ら
の
緊
急
的

・
一
時
的
な
避
難
場
所
で
す
。
津
波
警
報

や
注
意
報
な
ど
が
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
自
宅
や
避
難
所
に
移
動
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

市
庁
舎
新
館
5
階

　

危
機
管
理
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
３

津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定

立
正
佼
成
会
西
条
教
会

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
11
月
27
日
㈰
　
東
予
西
中
学
校
に
て

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
中
、「
死
ぬ
な
・
逃
げ
ろ
・
助
け
ろ
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識

・
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
東
予
西

中
学
校
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
化
し
、
迅
速
な
回
復
を
図
る

「
減
災
」
の
視
点
に
立
ち
、
訓
練
に
積
極
的

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
家
具
の
転
倒
防
止

や
備
蓄
品
の
確
認
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
を

新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

総
合
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
11
月
27

日
㈰
の
午
前
８
時
ご
ろ
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
の
配
信
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
市
内
の
携
帯
電
話
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
対
応
機
種
）
に
緊
急
地
震

速
報
を
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　

実
際
の
災
害
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
着
信

音
が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
都
合

の
悪
い
方
は
、
訓
練
時
間
前
に
電
源
を
切
る

な
ど
し
て
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

東
予
総
合
支
所
内

　
　
　
　

危
機
管
理
課
西
部
分
室

　
　
　

℡
０
８
９
８

－
６
４

－

２
７
０
０

11
月
27
日
㈰
　
市
内
全
域
を
対
象

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の

配
信
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
12
月
11
日
㈰
に
は
、
神
拝
地
区
の
住
民

を
対
象
に
神
拝
小
学
校
で
、
12
月
18
日
㈰

に
は
、
西
条
地
区
の
住
民
を
対
象
に
西
条

小
学
校
で
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

開催日　11月27日㈰　※雨天決行。台風や警報時は中止。
第１部「避難訓練」　７時57分～９時

　対象：国安・吉岡地区の全住民

　場所：各自治会が指定した避難場所
※当日は、消防サイレンや緊急速報メールで地震発生をお知らせ

　します。各自で身を守る行動をとった後、自治会が指定した避

　難場所に集まり、自治会長の点呼を受けてください。

第２部「実動訓練」　９時～12時

　対象：国安・吉岡地区の選出者

　場所：東予西中学校

▼ 総合防災訓練の概要 ▼

施設名称 立正佼成会西条教会

所在地 大町字箕サビ473

収容見込み人数 約70人

西条児童館

ハローワーク西条

西条市民公園

公
園
通
り

Ｎ 立正佼成会
西条教会
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鉄道歴史パーク開館日「平成19年11月26日」記念

いよ西条鉄道フェスタ2016
開催日　11月26日㈯・27日㈰
場　所　鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ（ＪＲ伊予西条駅隣）

日時　11月19日㈯　　13時～15時30分
場所　総合文化会館　小ホール

　太陽光や水素など先進的なエネルギーの研究や取り

組みを全国に先駆けて進めてきた西条市において、イ

ギリスのロンドン大学バークベック校主催によるエネ

ルギーフォーラムを開催します。フォーラムではエネ

ルギー分野の専門家による講演のほか、西条高校の生

徒による研究発表などが行われます。市内小中高生に

よる「電気とエネルギーの過去と未来」と題したアー

トコンテストの展示と授賞式も同時開催。

申込方法　市ホームページをご覧いただくか、産業振

　興課へお問い合わせください。

申込期限　11月11日㈮
定員　先着 300 人　※当日参加も受け付けます。

申込先　市庁舎新館２階

　　　　産業振興課　TEL0897－52－1407

ロンドン大学バークベック校主催

エネルギーフォーラム
リニューアルオープンは12月17日㈯予定

本谷温泉館の料金改定
変わりゆくエネルギー

西条からエネルギーの過去と未来を考える

問合せ　 観光交流センター　TEL0897－47－3575

※各催しは、天候などで中止または内容・時間などを変更する場合があります。

南予キャラクター列車「おさんぽなんよ」
伊予西条駅７番線展示・車内見学　　９時～16時30分

　ＪＲ四国の協力で、愛媛県や南予のキャラクターを

ラッピングした「おさんぽなんよ」がやってきます。

※車内見学は、四国鉄道文化館の入館券が必要です。

フリーゲージトレイン車内特別公開　10時～15時

日　時　11月26日㈯　13時30分～15時
場　所　西条図書館

内　容　第４代国鉄総裁・十河信二氏の人物像や

　　　新幹線誕生の歴史などに迫ります。

定　員　60人程度　※事前申し込みが必要

申込先　観光交流センター　TEL0897－47－3575

総延長235ｍのミニ列車旅行　ミニＳＬ乗車会
　午前の部：10時～12時

　午後の部：13時～15時

　乗車料金：１回100円

　※未就学児は無料ですが、保護者の
　　同乗（有料）が必要です。

Ｃ57（ＳＬ）機関士体験　10時～15時　※入館券が必要

　Ｃ57型蒸気機関車の運転室を体感してみよう！　

鉄道模型走行会　10時～15時　※入館券が必要

　大阪の雅鉄道模型クラブ協力の特設レイアウト展示。

いただきまるしぇ。ぷち

～こどもも大人も全力で遊ぶ週末市～　10時～15時

　自然といっしょに農園いただきます主催による各種

物産販売。四国鉄道文化館との姉妹館・新津鉄道資料

館（新潟市）の特設ブースも出店します。

　現在、本谷温泉館は、リニューアルオープンに向け

て改修工事を行っています。

　リニューアルにあたり、近隣の公共温浴施設との均

衡を図るため、本谷温泉館の利用料金を下表のとおり

改定しました。皆さまのご理解をお願いします。

※改定前の回数券は、改定後もそのまま使えます。
※65歳以上・障がい者の市内居住要件は廃止します。
※宿泊料金は、大人1,000円、小人500円の値上げを行います。

中学生以上65歳未満

65歳以上・障がい者

３歳以上小学生以下

障がい者

３歳未満

１時間以内

１時間以内（障がい者）

延長（１時間につき）

多目的室（１時間につき）

研 修 室（１時間につき）

11枚回数券利用料金料金区分

4,000円400円

3,000円300円

2,000円200円

―

―

―

―

―

―

―

100円

無料

2,000円

1,500円

1,000円

800円

1,000円

新幹線を走らせた男
著者　髙橋団吉氏講演会

11月26日の主な催し 11月27日の主な催し

11月26日・27日の主な催し

家
族
風
呂

大
人

小
人

南予キャラクター列車・おさんぽなんよ

写真提供：ＪＲ四国
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　庄内地区は西条市の北西部に位置し、南には石鎚山

系、東には瀬戸内海を眺望することができる農業が盛

んな中山間地域です。庄内公民館から西へ約1.5キロ

メートル、案内看板に沿って進んでいくと河之内天川

集落へ到着し、そこから約0.5キロメートルでコスモ

スの花でいっぱいの尼ヶ谷に到着します。

　平成23年以降、住民有志が毎年約80アールの棚田

（休耕田）を利用し、11月上旬から下旬にかけてコス

モスまつりを開催しています。

　農地の手入れや周辺の草刈り、種まきなど、関係者

の皆さんは毎年きれいな花が咲くように日々の作業を

行っています。近年では、鹿やイノシシなどに花が荒

らされないよう被害防止対策にも力を注いでいます。

　土・日曜日と祝日は休憩所を設けて、地域でとれた

新米や野菜、石窯で焼いたピザなども販売します。天

気の良い週末は、カメラを持った大勢の人たちであふ

れ、大変にぎわいます。

　眼下に広がる色とりどりに咲くコスモスを眺めるも

よし、農道を歩いて石

積みの棚田に咲き誇る

コスモスをカメラに収

めるもよし、家族や仲

間、カップルで一面の

別世界を堪能してみま

せんか。

　今年５月、三島神社の社号石が市有形文化財に指定

されました。社号石の字は、日尾八幡神社（松山市南

久米町）神主で書家の三輪田米山の筆によるもので、

明治29年に設置されました。

　この社号石は、専門家に「米山石文の代表作であ

る」と評価され、文字が素晴らしく、それが自然石の

形によくなじんでいることから、全国高等学校芸術科

用の文部科学省検定済教科書にも写真入りで掲載され

ました。

　米山は伊予三筆と称され、明治41年に88歳で亡くな

るまで多くの優れた作品を残しました。松山近郊には

米山の揮毫による数多くの石碑が残されています。

　また、明治天皇に仕え、書の訓導にあたる一方、お

酒をこよなく愛し、米山の日記には「酒を飲まぬと、

筆をとること難

し」との記載もあ

り、書家として以

外にも、お酒の逸

話とともに親しま

れ尊敬されていま

した。

　郷土の文化財で

あるこの社号石を

一度ご覧になって

みませんか。

三島神社（丹原町関屋）の社号石
　　　　～伊予三筆、三輪田米山～

天川コスモスまつり
　　～段々畑がピンク色に染まる～

　

　小松中央公園には、四国で初めて日本グラウンド・

ゴルフ協会に認定されたグラウンド・ゴルフ場があり

ます。全面が天然芝で、大勢の方がプレーを楽しんで

います。今年度は５年ごとの認定更新の審査があり、

その結果、平成33年９月まで認定が更新されました。

　グラウンド・ゴルフは、クラブでボールを打って転

がし、ホールポストに入れるまでの打数の少なさを競

います。高度な技術は必要なく、ルールも簡単なので、

初心者でもすぐに取り組める競技です。

　１コースは８ホール（15～50メートル）で、全３コ

ース回ると１キロメートル以上歩くことができます。

楽しくプレーしながら思った以上の運動になります。

　また、市内の方は１回200円（高校生以下は100円）

でプレーできますが、65歳以上の方や障害者手帳をお

持ちの方などは減免手続をすると無料になります（減

免手続をしていない

場合は有料）。

　小松中央公園管理

事務所で手続きや用

具の貸し出しも行っ

ています。気軽に始

めてみませんか。

■問合せ

　小松総合支所　総

務課

グラウンド・ゴルフで
　　　　　健康づくりをしませんか

▲大切にしたい郷土の文化財

▲一面に広がるコスモス

▲楽しくプレーして健康づくり
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
控
除
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険

料
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
所
得
税
・
住
民
税
の

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
１

月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険

料
の
全
額
で
、
追
納
し
た
過
去
の

保
険
料
も
含
み
ま
す
。
ご
自
身
の

保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
・

家
族
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
保
険

料
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
、
領
収
書
な
ど
保
険
料
の
支

払
い
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
で
す
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、

１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
対
し
、
11

月
上
旬
に
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
を
送
付

し
ま
す
。
申
告
書
の
提
出
時
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
か
、
領
収
書
な

ど
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
10

月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
今
年
は

じ
め
て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

へ
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
送
付
）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
、
不
慮

の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心

強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
対
応
期
間
：
11
月
１
日
㈫
～
平

成
29
年
３
月
15
日
㈬
）

℡
０
５
７
０

－

０
０
３

－
０
０
４

※
０
５
０
で
始
ま
る
番
号
か
ら
は

℡
０
３

－

６
６
３
０

－

２
５
２
５

11
月
の
市
税
ご
よ
み

10�

日
㈭　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
10
月
分
の
納
期
限

18�

日
㈮　

国
民
健
康
保
険
税
第
４

期
分
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）
第
３
期
分
の
督
促
状
の
発

送
30�

日
㈬　

国
民
健
康
保
険
税
第
５

期
分
の
納
期
限
、市
県
民
税（
特

別
徴
収
分
）
10
月
分
の
督
促
状

の
発
送

※�

督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※�
口
座
振
替
利
用
者
は
、
納
期
限

日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

西
条
都
市
計
画
の
変
更
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

件
名

①�

西
条
都
市
計
画
特
定
用
途
制
限

地
域
の
変
更
（
㈱
レ
ク
ザ
ム
用

地
）

②�

西
条
都
市
計
画
公
園
（
東
部
公

園
・
丹
原
中
央
公
園
）
の
変
更

縦
覧
期
間

　

11
月
２
日
㈬
～
16
日
㈬

縦
覧
場
所　

市
庁
舎
新
館
３
階
都

市
計
画
整
備
課
、
各
総
合
支
所
建

設
管
理
課

※�

①
は
大
町
公
民
館
、
②
は
飯
岡

公
民
館
で
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

意
見
書
の
提
出　

西
条
市
民
ま
た

は
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満

了
の
日
ま
で
に
、
変
更
案
に
つ
い

て
の
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
３
階

　

都
市
計
画
整
備
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
８

自
転
車
イ
ベ
ン
ト
開
催
で

交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

　

11
月
６
日
㈰
に
開
催
の
「
い
し

づ
ち
山
麓
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
ラ
イ
ド
」

で
は
、
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
館
を
起
終
点
に
、
約
６
０
０

台
の
自
転
車
が
市
内
全
域
を
走
行

し
ま
す
。
コ
ー
ス
沿
線
な
ど
で
は

交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
ご
配
慮

・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈰

　
　
　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

コ
ー
ス　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

URLhttp://w
w
w
.saijocycling.jp/

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

観
光
物
産
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
６

11月はねんきん月間

　この機会に、「ねんきん定期便」や

「ねんきんネット」でご自身の年金記

録と年金受給見込額を確認し、未来の

生活設計について考えてみませんか。

　「ねんきんネット」については日本

年金機構のホームページでご確認いた

だくか、年金事務所にお問い合わせく

ださい。

高齢期の生活設計について

思いを巡らせてみましょう

■問合せ　新居浜年金事務所

　　　　　TEL0897－35－1300

11月30日は「年金の日」
いい みらい

「携帯電話を持ってＡＴＭへ行って」という電話は、詐欺です

※還付金詐欺の被害者は全員が65歳以上の高齢者です！（平成28年８月末現在）

○市役所保険課です。還付金があります。

○スーパーかコンビニのＡＴＭへ行ってください。

○私の言うとおりにＡＴＭを操作してください。

こんな電話があれば、

まずは家族・警察・市

役所にご相談ください。

ＡＴＭで還付金の手続きはできません！
問合せ　○西条警察署　　TEL0897－56－0110

　　　　○西条西警察署　TEL0898－64－0110

還付金詐欺にご注意を！

こんな電話は
詐欺です

さ　　ぎ
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■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



秋季全国火災予防運動
11月９日㈬～15日㈫

「消しましょう その火その時 その場所で」平成28年度全国統一防火標語

　火災が起こりやすい時季を迎えるに当

たり、火災予防思想の一層の普及や、火

災による死傷者・財産の損失を防ぐこと

を目的として、毎年「１１９番の日」で

ある11月９日から１週間の日程で実施し

ています。消防本部では、防火ポスター

による啓発や商店街の立入検査を行うほ

か、少年消防クラブ大会や事業所対抗の

屋外消火栓操法大会などの行事を計画し

ています。

いのちを守る３つの習慣
○寝たばこは絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

いのちを守る４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

○寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐため、防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。

○高齢者や身体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制を作る。

　古くなると部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなる

ことがあるため、とても危険です。10年を目安に交換しましょう。

高齢者や身体の不自由な人などの世帯で、住宅用火災警報器の取り

付けが困難な場合は、消防職員が出向いて取り付けをサポートしま

す。お気軽に消防本部へご連絡ください。

住宅防火

住宅用火災警報器は定期的に音を聞き作動確認を！

問合せ

　消防本部予防課　TEL0897－56－0251

火災警報器は
定期的に点検を
火災警報器は
定期的に点検を

新
規
就
農
者
を
支
援
し
ま
す

青
年
就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）

追
加
募
集

募
集
内
容　

新
規
就
農
さ
れ
る
方

に
、
農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が

安
定
す
る
ま
で
の
間
（
最
長
５
年

間
）、
年
間
最
大
１
５
０
万
円
を

給
付
し
ま
す
。

応
募
資
格　

５
年
以
内
に
経
営
を

開
始
し
た
認
定
新
規
就
農
者
（
こ

れ
か
ら
認
定
新
規
就
農
者
に
な
ろ

う
と
す
る
方
も
可
）
で
、
独
立
・

自
営
就
農
し
た
時
の
年
齢
が
原
則

45
歳
未
満
で
あ
る
方
（
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

応
募
方
法　

希
望
さ
れ
る
方
は
期

日
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
応
募

資
格
を
全
て
満
た
し
た
場
合
で
も
、

給
付
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

応
募
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
21
日
㈪

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
３
階
農
業
水
産
課

℡
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
１
６

○
各
総
合
支
所　

農
林
水
産
課

愛
媛
大
学
基
金
に
ご
協
力
を

　

愛
媛
大
学
で
は
、
人
材
育
成
の

強
化
を
図
る
た
め
「
愛
媛
大
学
基

金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
寄
付
は

学
生
の
教
育
活
動
に
対
す
る
支
援

や
、
奨
学
金
な
ど
の
修
学
支
援
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

古
本
や
不
動
産
な
ど
の
現
物
で

も
寄
付
が
で
き
ま
す
。
金
額
に
応

じ
て
、
愛
媛
大
学
農
場
で
生
産
さ

れ
た
農
産
物
な
ど
の
返
礼
品
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
媛
大
学
基
金
室

℡
０
８
９

－

９
２
７

－

８
３
４
６

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

１
１
９
番
通
報
の
中
に
「
事
故

で
す
！　

早
く
来
て
！
（
ガ
チ
ャ

ン
）」
と
い
う
通
報
が
時
折
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
通
報
で
は
事

故
現
場
の
位
置
や
内
容
が
分
か
ら

ず
、
消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
が

で
き
ま
せ
ん
。
通
報
は
「
落
ち
着

い
て
・
あ
わ
て
ず
・
正
確
に
」
対

応
職
員
の
問
い
掛
け
に
答
え
て
く

だ
さ
い
。
番
号
は
、
固
定
電
話
・

携
帯
電
話
か
ら
で
も
局
番
な
し
の

１
１
９
番
で
す
。

　

ま
た
、
全
体
の
約
２
割
が
病
院

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
で
す
。
問
い

合
わ
せ
は
次
の
番
号
を
利
用
し
、

本
当
に
必
要
な
通
報
が
妨
げ
ら
れ

な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
病
院
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

℡
０
８
９
７

－

５
８

－

２
２
０
０

○
災
害
案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

５
５
５
１

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

主
催
講
演
会

日
時　

12
月
２
日
㈮

　
　
　

15
時
～
17
時

場
所　

総
合
文
化
会
館

内
容　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
正
し
い
支
援
の
仕

方
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
演
会

講
師　

花
熊　

曉
氏
（
愛
媛
大
学

教
育
学
部
教
授
）

演
題

　

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
―
「
共

生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て　

い

ま
学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
―

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
代
表
者
氏

名
・
人
数
・
住
所
・
電
話
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
先

○�

東
部
ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
８
６

○�

西
部
ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

１
５
２
０

FAX
０
８
９
８

－

６
８

－

１
５
２
４
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　ふるさと市（産地直

売）、つきたて餅の販

売、周桑商工会模擬店、

バザー、移動ふれあい

教室（小動物とのふれ

あい）、各種物品販売

・展示などを実施。

　景品付き餅投げは、10時10分と13時30分から！

日時　12月４日㈰　10時～14時
場所　丹原総合支所東駐車場

　　　丹原公民館

問合せ　丹原総合支所　農林水産課
主　催　丹原町米消費拡大推進連絡協議会

丹原町産業まつり
サブテーマ：緑の優しさ 大地の恵み 新たに歩む 水都西条

　農業学習展、産

業展、文化展など

の展示、高校生や

各種参加団体など

による農水産品の

即売、バザーなど

各種催しを実施し

ます。

～伝えよう　大地と自然の　あふれる恵～

日時　11月12日㈯・13日㈰　９時～15時
場所　西条農業高等学校

問合せ　産業祭事務局（西条農業高等学校内）
　　　　TEL0897－56－3611

第59回西条市産業祭

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

日
時　

12
月
４
日
㈰

　
　
　

13
時
～
15
時
40
分

場
所　

丹
原
文
化
会
館

内
容　

ク
ラ
ブ
員
が
行
っ
て
き
た

研
究
成
果
の
発
表
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
・
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

問
合
せ　

消
防
本
部　

予
防
課

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

11
月
13
日
㈰
は

愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日

　

多
く
の
人
が
自
転
車
に
親
し
み
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
日
と
し

て
昨
年
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
県
内
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URL�http://w
eb.rnb.co.jp/event/

ehim
e-cycling

当
市
で
の
催
し
（
11
月
13
日
㈰
）

○�

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
が
無
料

○�

西
条
農
業
高
等
学
校
で
開
催
の

西
条
市
産
業
祭
へ
自
転
車
で
来

場
さ
れ
た
方
に
、
先
着
で
お
餅

を
無
料
配
布
（
数
量
限
定
）

問
合
せ

○
愛
媛
県
自
転
車
新
文
化
推
進
室

℡
０
８
９

－

９
１
２

－

２
２
３
４

○
市
庁
舎
本
館
３
階
総
合
政
策
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
７
６

国
際
交
流
カ
フ
ェ

日
時　

11
月
２
日
㈬

　
　
　

18
時
～
20
時
（
申
込
不
要
）

※�

開
催
時
間
内
は
ど
な
た
で
も
自

由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

場
所　

丹
原
公
民
館

参
加
費　

３
０
０
円

（
国
際
交
流
協
会
員
は
２
０
０
円
）

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
４
階

　

総
務
課
内

　

西
条
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

西
条
市
駅
伝
競
走
大
会

日
時
（
小
雨
決
行
）

　

12
月
18
日
㈰　

開
会
式
９
時
～

場
所　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

コ
ー
ス　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）
～
ひ
う

ち
内
折
り
返
し
コ
ー
ス

部
門
・
区
間
・
総
距
離

○
一
般
男
子
Ⅰ　

５
区
間　

21
㎞

○
一
般
男
子
Ⅱ　

５
区
間　

10
㎞

○
一
般
女
子　
　

５
区
間　

10
㎞

○
中
学
生
男
子　

６
区
間　

18
㎞

○
中
学
生
女
子　

５
区
間　

10
㎞

※
一
般
は
高
校
生
以
上
が
対
象

申
込
期
限　

12
月
２
日
㈮
必
着

申
込
先

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
各
総
合
支
所　

総
務
課

天
川
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

日
時　

11
月
３
日
㈭
～
27
日
㈰
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

９
時
～
16
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

河
之
内
天
川
集
落
（
庄
内

公
民
館
と
Ｊ
Ａ
周
桑
庄
内
支
所
の

間
の
道
を
西
へ
約
２
㎞
）

内
容　

集
落
の
住
民
有
志
が
種
ま

き
し
た
コ
ス
モ
ス
約
50
万
本
が
棚

田
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。
会
場

で
は
、
石
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
や
地

元
の
新
米
・
野
菜
も
販
売
。

問
合
せ

　

天
川
棚
田
保
存
会
（
山
内
）

℡
０
９
０

－

７
６
２
５

－

４
９
２
９

▲昨年の駅伝競争大会

▲昨年のクラブ大会

12広報さいじょう　2016　 11月号

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



市
内
名
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

西
条
　
ま
ち
め
ぐ
り

開
催
日　

11
月
22
日
㈫
・
24
日
㈭

巡
回
場
所　

氷
見
・
森
邸
（
住
吉

屋
）
の
広
壮
な
日
本
家
屋
内
見
学
、

志
河
川
ダ
ム
・
衝
上
断
層
見
学
、

遊
食
こ
う
ち
ゃ
ん
（
昼
食
）、
日

新
製
鋼
㈱
東
予
製
造
所
工
場
見
学
、

ゆ
き
も
と
農
園

※�

交
通
事
情
な
ど
で
巡
回
場
所
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
乗
降
場
所　

観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
、
各
総
合
支
所

定
員　

各
30
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

参
加
費　

３
０
０
０
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
込
）

申
込
方
法　

申
込
先
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

西
条
市
観
光
物
産
協
会

ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
課

申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

問
合
せ　

西
条
市
観
光
物
産
協
会

（
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
０
８
９
７

－
５
６

－

２
６
０
５

「
税
を
考
え
る
週
間
」
伊
予
西
条
法
人
会

あ
な
た
が
笑
え
ば
周
り
も
笑
う

笑
顔
の
種
ま
き
落
語
講
演
会

日
時　

11
月
16
日
㈬　

19
時
開
演

場
所　

総
合
文
化
会
館

内
容　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
の

ほ
か
、
講
演
、
司
会
、
落
語
、
執

筆
な
ど
多
方
面
で
活
躍
中
の
ら
く

さ
ぶ
ろ
う
さ
ん
の
講
演
会

※
入
場
整
理
券
が
必
要

申
込
先

　

伊
予
西
条
法
人
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

２
０
２
５

「
税
を
考
え
る
週
間
」
伊
予
西
条
間
税
会

「
税
の
標
語
」
表
彰
式

日
時　

11
月
23
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
～

場
所

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

市
内
小
・
中
学
校
35
校
の

協
力
に
よ
り
、
過
去
最
多
の
応
募

と
な
っ
た
２
７
８
９
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
優
秀
作
品
を
表
彰
。

問
合
せ

　

伊
予
西
条
間
税
会
（
近
藤
）

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
３
２
９

松
山
矯
正
展

日
時　

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰　

９
時
30
分
～
16
時
（
13
日
は
15
時

ま
で
）

場
所　

松
山
刑
務
所
（
東
温
市
見

奈
良
）

内
容　

施
設
見
学
、
広
報
パ
ネ
ル

・
文
芸
作
品
の
展
示
、
刑
務
所
作

業
製
品
の
展
示
・
即
売
な
ど

問
合
せ　

松
山
刑
務
所

℡
０
８
９

－

９
６
４

－

２
３
７
６

秋季市民芸術文化祭

問合せ　市庁舎新館４階　社会教育課内
　　　　西条文化協会事務局　TEL0897－52－1628

問合せ　小松公民館
　　　　TEL0898－72－2631

第68回 西条地域秋季市民芸術文化祭
11月26日㈯・27日㈰　　会場　総合文化会館
美術展　26日：10時～17時

　　　　27日：10時～16時

　　　　洋画、書道、水彩画、水墨画、日本画、生花、

　　　　俳画、写真、押し花、木彫、川柳

芸能祭　26日：12時55分～16時10分　日舞

　　　　27日：10時30分～15時35分

　　　　　　　大正琴、コーラス、三曲、

　　　　　　　民謡・三味線、器楽

お茶席　裏千家淡交会西条支部によるお茶席

　　　　26日：10時～15時　文化協会茶道部

　　　　27日：10時～14時　学校茶道の部

愛媛民芸館　11月26日㈯・27日㈰は入館無料
展示内容　竹工と世界の布展示、

　　　　　砥部焼（ひろき窯）陶磁器展

第45回 市民短歌大会　12月３日㈯　13時～
会場　総合福祉センター３階研修室２

謡曲大会　11月23日㈬　12時30分～
会場　総合福祉センター３階集会室

第37回 西条市小松文化祭
11月12日㈯・13日㈰　　会場　小松公民館
美術展　12日：９時～20時

　　　　13日：９時～16時

　　　　生花、書道、陶芸、盆栽、山草、俳句、川柳、

　　　　フラワーアレンジ、絵手紙、子ども教室作品、

　　　　小松高校生「小松の偉人肖像画コンテスト」

芸能祭　12日：13時～（カラオケは15時30分開演）

　　　　13日：10時～

　　　　小学生の合唱、

　　　　小松小学校・小松中学校琴クラブ、

　　　　小松高校日本音楽部、郷土芸能、フラダンス、

　　　　舞踊、大正琴、詩吟、箏曲、尺八、銭太鼓、

　　　　コーラス、カラオケ

お茶席・バザー・イベント即売コーナー

近藤篤山先生生誕250年記念企画

　　　　12日：13時25分～

　　　　小松中学校生徒による舞台発表

　　　　「郷土の偉人　篤山先生に学ぶ」

　　　　12日・13日（近藤篤山旧邸にて）

　　　　小松小学校・石根小学校児童による

　　　　篤山先生学習発表展示
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西
条
う
ち
ぬ
き

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

日
時　

12
月
４
日
㈰

　
　
　

10
時
～
15
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　

西
条
図
書
館
北
側
緑
地

コ
ー
ス

①
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

②�

だ
ん
じ
り
絵
巻
ウ
ォ
ー
ク
（
定

員
50
人
）

③�

史
跡
探
訪
５
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

（
定
員
１
０
０
人
）

④
環
境
ウ
ォ
ー
ク
（
定
員
50
人
）

※
②
～
④
は
事
前
申
込
必
要

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト　

俳
句
大
会
、

ス
ケ
ッ
チ
教
室
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
環
境
イ
ベ
ン

ト
、
マ
ル
シ
ェ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
紹

介
、
子
ど
も
だ
ん
じ
り
な
ど

申
込
先　

総
合
文
化
会
館

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

里
と
山
の
文
化
祭

日
時　

11
月
23
日
㈬

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

丹
原
総
合
公
園

内
容　

市
内
各
地
の
里
に
残
る
食

文
化
や
技
術
な
ど
を
発
信
し
、
魅

力
の
再
発
見
に
つ
な
げ
る
催
し
。

ジ
ビ
エ
料
理
や
伝
統
料
理
が
味
わ

え
る
「
里
山
食
堂
」、
地
元
産
品

が
並
ぶ
「
里
山
バ
ザ
ー
ル
」、
日

本
初
・
農
園
で
の
体
験
型
謎
解
き

ゲ
ー
ム
、
空
き
家
見
学
ツ
ア
ー
、

し
め
縄
・
竹
ポ
ッ
ク
リ
作
り
な
ど
。

問
合
せ

　

里
と
山
の
文
化
祭
実
行
委
員
会

℡
０
９
０

－

７
６
２
９

－

８
３
１
０

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ

グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
６
in
愛え

顔が
お

の
え
ひ
め

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ

の
頂
点
を
決
め

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
今
年
は
松
山

市
で
西
日
本
初
開
催
。
西
条
市
か

ら
は
「
カ
ブ
ち
ゃ
ん
」
と
「
チ
ャ

ッ
プ
ン
爺
や
ん
」
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

開
催
日　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

場
所　

城
山
公
園
芝
生
広
場
（
松

山
市
堀
之
内
）

前
売
料
金
（
１
日
あ
た
り
）

　

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円
（
未
就
学
児
は
無
料
）

※
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
１００
円
増
額

前
売
券
販
売
期
限　

11
月
４
日
㈮

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

フ
ジ
グ
ラ
ン

西
条
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
イ
ー
プ
ラ
ス
ほ
か

問
合
せ　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ

グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
６
in
愛
顔
の
え
ひ
め

製
作
委
員
会

℡
０
８
９

－

９
４
６

－

８
６
１
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

日
時
（
全
３
回
）

　

11
月
30
日
㈬
・
12
月
７
日
㈬
・

21
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
つ

い
ろ
い
ろ
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
学
ぶ
。

定
員　

20
人

申
込
先　

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
17
日
㈭

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

テ
ー
マ　

差
別
化
の
図
り
に
く
い

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
必
須
！　

口
下

手
な
あ
な
た
を
救
う
「
し
ゃ
べ
る

名
刺
！
」
～
自
社
・
商
品
・
社
員

自
身
の
強
み
を
引
き
出
す
～

講
師　

中
野
貴
史
氏
（
ソ
ウ
ル
プ

ロ
ダ
ク
ツ
代
表
）

対
象　

中
小
企
業
経
営
者
、
一
般

申
込
先

○
西
条
商
工
会
館
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
館
東
予
支
所

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０ 行事の日程・場所などは、変更になる場合があります。

日時 場所行事名

12日 17：00 ひうち陸上競技場西条ひうち長距離記録会

第11回ジュニア西条
オープンバドミントン大会

庄内小学校

23日 10：00
総合体育館
アリーナ

木村あい
ハンドボール教室

総合体育館、
ひうち体育館

東予体育館

13日　9：00 西部体育館
日本Ｖリーグ機構
バレーボール教室

６日 11：00
ひうち陸上競技場
付設コース

全国高校駅伝愛媛県予選

20日　9：30大城戸功　剣道教室

６日　9：00

穂・浦・歩
ＳＳウォーキング大会

27日　8：30

総合体育館
アリーナ

ＮＴＴ東日本
バドミントン教室

27日　9：00

11月のスポーツカレンダー

穂・浦・歩ＳＳウォーキング大会 東予コース

　西条市の自然を身近に感じながら、ウォーキングを通して健康づくり、体

力づくり、人とのふれあいを大切に育み、交流の輪を広げましょう。

■日時　11月27日㈰　受付８時30分～　出発式８時50分
■主会場　庄内小学校（スタート・ゴール）

■コース　東予地区の自然に触れながら歩く約5.7キロメートル

■申込方法　申込先にある申込書（コピー可）に記入して郵送、ファクスな

　　　　　　どで提出してください。

■申込期限　11月17日㈭
■申込書設置場所・申込先

○〒793－8601　西条市明屋敷164

　西条市スポーツ推進委員協議会

　（スポーツ健康課内）

　TEL0897－52－1255

　FAX0897－52－1386

○各総合支所総務課　○各公民館

※小雨決行、荒天時は中止の場合あり
ほ ほ ほ

▲

カ
ブ
ち
ゃ
ん

▲

チ
ャ
ッ
プ
ン

　
爺
や
ん
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第
３
回
　
自
然
観
察
会

日
時　

11
月
19
日
㈯

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

小
松
大
谷
池
農
村
公
園

内
容　

大
谷
池
に
渡
来
す
る
カ
モ

類
や
周
辺
の
植
物
を
観
察
。

講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
西
条
自
然

学
校
理
事
長
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
込
期
限　

11
月
14
日
㈪

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

テ
ニ
ス
教
室
・
試
打
会

日
時　

12
月
10
日
㈯

○�

キ
ッ
ズ
・
小
学
生
の
部　

10
時

～
12
時

○
一
般
の
部　

14
時
～
17
時

場
所　

ル
ネ
サ
ス
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講
師　

新
井
麻
葵
氏
（
ヨ
ネ
ッ
ク

ス
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
）

内
容　

テ
ニ
ス
愛
好
者
を
対
象
に

正
し
い
技
術
の
習
得
と
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
す
。

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

12
月
４
日
㈰

申
込
先　

西
条
市
テ
ニ
ス
協
会

（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

応
急
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
。

応
急
手
当
と
は
、
突
然
起
き
た
け

が
や
急
病
に
対
し
て
、
救
急
隊
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
皆
さ
ん
が

行
う
手
当
の
こ
と
で
す
。
西
条
市

で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
応
急

手
当
の
日
」
と
定
め
、
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
正
し
い
心
肺

蘇
生
法
を
中
心
と
す
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
当
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
20
日
㈰

　
　
　

９
時
～
12
時

場
所　

西
消
防
署
２
階
大
会
議
室

申
込
先

○
西
消
防
署　

救
急
係

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署　

救
急
係

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

国
際
理
解
講
座

日
時　

11
月
26
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

セ
イ
チ
・
カ
ミ
ム
ラ
氏

（
日
系
ア
メ
リ
カ
人
、
東
予
地
域

英
語
補
助
教
師
）

テ
ー
マ　

"God or gods and 
Japanese People Today"

※
講
座
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・
藤
田
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
４
３
５

11月29日㈫

11月28日㈪

11月21日㈪

開催日 時間 科目（内容） 講師（敬称略）

９：30～12：00

13：30～16：00

13：00～16：00

10：00～12：00

９：10～10：00

13：30～15：00

９：30～12：00

サポート会員として活動するために

子どもの瞳が輝くとき

緊急時の対策と応急処置

「お気持ち」の表明？

子どもの笑顔のために

子どもの食について

小児看護の基礎知識
病気の対処方法・投薬方法

西条市子育て支援課　職員

東予南保育所　栄養指導員　稲井里美　

東予南保育所　前所長　山内琴美

西条市西消防署　職員

松山赤十字病院　小児科　看護師　土谷仁美

東部ウイングサポートセンター
相談員　近藤民好

15：00～16：00 病児・病後児預かりについて 西条市子育て支援課　職員

松山東雲女子大学　非常勤講師　山内秀美

　子どもを預かり、育児を援助する「サポート会員」とし

ての必要な知識や技術を学ぶ講習会（託児あり）。

　11月21日㈪の受講者は、基本的な子育て支援活動ができ
ます。希望する科目のみの受講も可能です。

■場所　東予総合福祉センター

■定員　各日程の講座30人（先着順）

■申込期限　11月10日㈭　
■申込先　市庁舎本館１階　子育て支援課内　

　　　　　西条ファミリー・サポート・センター

　　　　　TEL・℻0897－53ー1666
※サポート会員の登録は、随時受付中です。

西条ファミリー・サポート・センター

保育サポート講習会

　わら細工で「しめ飾り」、かずら細工で「花かご」

を製作します。　※受講料無料、材料費は必要

■受講時間　10時～16時

■定　　員　わ ら 細 工：各30人

　　　　　　かずら細工：各15人

■申込方法　11月13日㈰から25日㈮の間に、本人が
　　　　　　各会場へ直接お申し込みください。

12月13日㈫・14日㈬

日程

１月26日㈭・27日㈮

12月10日㈯・11日㈰

１月７日㈯・８日㈰

12月８日㈭・９日㈮

２月８日㈬・９日㈭

西条東部地域交流
センター
TEL0897－55－3961

西条西部地域交流
センター
TEL0897－57－6061

創作の家
TEL0897－56－7493

わ ら 細 工

内容

かずら細工

わ ら 細 工

かずら細工

わ ら 細 工

かずら細工

会場・申込先

伝承民具特別教室
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自
衛
官
募
集

●
自
衛
官
候
補
生
（
通
年
募
集
）

試
験
日

　

12
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
自
衛
官
等
募
集
説
明
会

日
時　

11
月
16
日
㈬

　
　
　

18
時
～
19
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

自
衛
隊
の
活
動
と
福
利
厚

生
・
勤
務
体
系
、
募
集
種
目
な
ど

●
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－
５
３
９
６

海
難
防
止
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

テ
ー
マ　

海
に
お
け
る
「
船
や

人
」
の
事
故
防
止

※�

五
・
七
・
五
調
で
約
20
文
字
ま

で
。
詳
し
い
応
募
要
領
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URL�http://w
w
w
.kaiho.m

lit.
go.jp/06kanku/

応
募
期
限　

12
月
２
日
㈮

問
合
せ　

第
六
管
区
海
上
保
安
部

℡
０
８
２

－

２
５
３

－

８
４
７
５

※11月14日㈪、28日㈪は清掃作業などのため休館。
申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

11月フラワーアレンジメント教室東予園芸のバラを使用

●日時　11月15日㈫　15時30分～16時30分
●内容　クリスマスをテーマにフラワーアレンジを学ぶ。

　　　　旬の果物やお菓子、西条産品のお土産も。

●講師　天野美奈子氏

●定員　36人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　1,500円　　●申込期限　11月10日㈭

12月つくってみよう講座 90分の加工体験

～覚えておきたい～家庭料理教室

●日時　12月６日㈫　14時～15時30分
●内容　「塩レモン」作りと「オープンサンド」でプチ

　　　　ティータイム。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（先着順）

●参加費　1,500円　　●申込期限　11月29日㈫

●日時　11月16日㈬　10時～13時
●内容　秋の食材で、カキのかぶら蒸し、白身魚のクラ

　　　　ッカー焼き、菊花おひたし、デザートを作る。

●講師　竹内裕子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,000円　　●申込期限　11月10日㈭

●日時　11月25日㈮　10時～13時
●内容　魚を使った料理を作る。

●講師　槇　満津子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,000円

●申込期限　11月18日㈮

みっちゃんの料理教室

●日時　11月27日㈰　９時30分～13時30分
●内容　あたご柿を収穫し、干し柿を作る。体験後には

　　　　麺のランチも。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,500円　　●申込期限　11月20日㈰

あたご柿の収穫体験＆加工食品づくり教室

地元産品を使った料理教室・講習会

●日時　11月17日㈭　10時～13時
●内容　ナン、キーマカレー、簡単ラッシー、アッサム

　　　　を作る。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,500円　　●申込期限　11月10日㈭

パン＆料理＆紅茶のLessonよくばりさんの料理教室

「土のめぐみ」冬便届けます
　西条市生活研究協議会丹原支部では、地元の野菜や漬物、

手作り味噌、柿ようかんなど盛りだくさんに詰め込んだ愛情

小包「土のめぐみ」冬便を、今年も発送します。

■料金　１個4,200円（送料・消費税込）

■申込期間　11月４日㈮～12月９日㈮
■発送予定　12月24日㈯
■申込先

　生活研究グループ員

　○松木　　TEL0898－68－6478・090－4787－3084

　○目見田　TEL0898－64－0481

　○田口　　TEL0898－66－2459

■郵便振替での申し込み

　次の口座に料金を振り込んでください。

　口座番号：０１６８０－０－２０７７２

　口座名義：土のめぐみ実行委員会

都市部に暮らす人たちに、

　　　　　　　　安全で安心なふるさとの味を！
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▼市立幼稚園・こども園の募集園児数など

ひまわり幼稚園
氷見乙639－2

TEL0897－57－7797

東予南幼稚園
石田397－1

TEL0898－64－3081

多賀幼稚園
北条1504

TEL0898－64－2767

国安幼稚園
国安178－1

TEL0898－66－5332

小松幼稚園
小松町新屋敷甲2210－1

TEL0898－72－2702

河北こども園（１号認定）
三芳300－2

TEL0898－66－5065

３０人（30人）
１２人（30人）
１３人（30人）

幼稚園・こども園名
所在地・電話番号

募集園児数
（  ）は定数

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３５人（35人）
（募集なし）
１人（35人）

３５人（35人）
２９人（35人）
９人（35人）

３５人（35人）
２３人（35人）
１２人（35人）

２０人（20人）
１０人（25人）
１２人（25人）

３５人（35人）
１４人（35人）
２５人（35人）

学級別

▼子ども・子育て支援新制度

１号・満３歳以上

２号・満３歳以上

３号・満３歳未満

４時間程度
（教育標準時間）
幼稚園のような形態

上限11時間
（保育標準時間）
８時間
（保育短時間）
保育所のような形態

認定こども園、
幼稚園

認定こども園、
保育所

認定こども園、
保育所、地域
型保育事業

認定区分・対象年齢 利用時間・利用形態 利用施設

▼私立幼稚園・こども園の定員など

めぐみ幼稚園
朔日市623－2

TEL0897－55－3442 200人

160人

105人

110人

100人

西条栄光幼稚園
明屋敷236－17

TEL0897－56－2711

西条聖マリア幼稚園
大町716－1
（新制度移行幼稚園）

TEL0897－55－2497

大町幼稚園
大町68

TEL0897－55－4193

玉津幼稚園
玉津202－5

TEL0897－55－6208

認定こども園双葉幼稚園
飯岡975－1
（Ｈ29年度から認定こども園に移行）

TEL0897－55－2065

たから幼稚園
三津屋99

TEL0898－64－2306

神戸幼稚園
洲之内甲221
（新制度移行幼稚園）

TEL0897－56－3229

西山学園
丹原町古田717－2
（新制度移行認定こども園）

TEL0898－68－7674

幼稚園・こども園名、所在地 電話番号 定員

60人
（１号認定）

40人
（１号認定）

60人
（１号認定）

60人
（１号認定）
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東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

【開館時間】９時～18時

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●企画展「生誕250年　～篤山先生一代記～」

　近藤篤山先生の生誕250年を

記念して、先生の一生を近代大

和絵で描いた小屏風「篤山先生

一代記」などを公開中。

期間　12月11日㈰まで

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

　椿交流館は12月から平成29年３月にかけて改修工事を

行います。リニューアルオープンは、４月初旬を予定。

休館期間　12月１日㈭～平成29年３月31日㈮
※11月は通常どおり開館しています。

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【11月休館日】オアシス館：無休　　
　　　　　　　椿 交 流 館：水曜日（23日は開館）

石鎚山ハイウェイオアシス館
椿交流館（椿温泉こまつ）

小松町新屋敷乙22－29
オアシス：TEL0898－76－3111　椿交流館：0898－76－3511

生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

●しゅんこうの和紙ちぎり絵展

　越智サエコサークル・近藤美智江サークルの作品展。

期間　11月６日㈰まで
●シュガー水彩画展

　学習グループ「シュガー」による作品展。

期間　11月10日㈭～27日㈰
●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　11月11日㈮・18日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　11月２日㈬・16日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

【開館時間】９時～22時　

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

【開館時間】８時30分～17時　

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

【開館時間】９時～17時30分

【11月休館日】水曜日、４日㈮、６日㈰～12日㈯、24日㈭、
　　　　　　　25日㈮

●第３回ふるさとゆかりの書の名品展・菊川國夫蔵中国拓本展

　三輪田米山、浅海蘇山の書と、菊川氏の所蔵品を展示。

期間　11月15日㈫～12月23日㈮
●特別記念講演「人生八十年の一期一会」

日時　11月23日㈬　10時開演　
講師　元愛媛大学教授　菊川國夫氏

●カブトガニ講演会「西条市の干潟の底質と生物」

日時　11月５日㈯　13時30分～15時
講師　西条自然学校理事長　山本貴仁氏

●カブトガニウルトラクイズ　―参加者募集―

　カブトガニと仲良くなる催し「カブトガニフェスティ

バル」に併せて開催するクイズ大会。隠された封筒を探

し出し、クイズに答えて景品をゲットしよう。

日時　11月６日㈰　10時30分～、13時30分～（２回開催）
対象　小学生　　

●俳句・俳画展　　地域の愛好家による作品展。

　期間　11月８日㈫～20日㈰ 
●佐伯勇先生顕彰愛蔵品展

　近鉄グループの総帥として生涯を社

業の興隆にささげられるとともに、郷

土丹原の文化教育の発展に尽くされた

佐伯勇氏の遺徳をたたえ、遺愛の品々

や貴重な写真などを展示します。

期間　11月29日㈫～12月11日㈰

【12月から椿交流館は休館します】

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ
トレーニング室

東予運動公園　テニスコート

石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯ
リード・ボルダリング競技場

西条市民公園　
ふわふわドーム、テニスコート

総合体育館　トレーニング室

こどもの国

東予図書館

西条図書館
西条図書館
TEL0897－56－2668

東予図書館
TEL0898－65－4797

社会教育課
TEL0897－52－1254

スポーツ健康課
TEL0897－52－1255

対象の施設 問い合わせ先

西条西部公園　テニスコート

　市民サービス向上を目指して、以下の施設で年末年始の

開館を試行的に実施します。ご利用お待ちしています。

年末年始の開館日　12月29日㈭、30日㈮
　　　　　　　　　平成29年１月２日㈪、３日㈫
年末年始開館時間　９時～17時

社会教育・体育施設を年末年始に開館

近藤篤山旧邸近藤篤山旧邸
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▼ プラネタリウム情報 ▼

それいけ！アンパンマン

～星の色と空の色～
ほし　　いろ　　そら　　いろ

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、14時、15時　

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

※第２土曜日の11時（１回目）は観覧無料です。

Ⓒやなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

●伊藤五百亀日彫展出品作品展

　日彫展に出品した伊藤五百亀の代表的な

作品を展示。写真は展示中の「朝」。

期間　平成29年３月25日㈯まで
●華泉会 水墨画展 ～伊東富子・杉野博美・山地良子による～

期間　11月１日㈫～15日㈫
　　　※初日は13時開始、最終日は15時まで

●2016秋の現美展

　油彩、水彩、版画、陶芸、写真などの作品を展示。

期間　11月17日㈭～30日㈬　※最終日は16時まで

●市内小・中学生無料開放日

日時　11月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●市内小・中学生「無料平泳ぎ教室」

日時　11月26日㈯　10時30分～11時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

●パッチワークキルト展　

　市内在住の日野久子さんと「な

でしこ」の仲間たちによる、夢を

テーマにした作品展。

期間　11月１日㈫～29日㈫
●火おこし体験　　土・日曜日　10時～15時　※要申込

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

●郷土史講座「大菩薩峠から見た西条」

　　　　　　歴史と文学の間（はざま）を見つけたい。

日時　11月17日㈭　14時～16時
講師　田中久昭氏　　定員　30人

申込期限　11月10日㈭　　※電話、ファクスにて受付
●リードオルガンコンサート

　足踏みオルガンが奏でる、優しく温かい音色を聴いて

みませんか。

日時　11月10日㈭　14時～15時30分
講師　日本リードオルガン協会会員　田中依子氏

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

【開館時間】９時～19時　

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭
【開館時間】９時～17時　

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

【開館時間】９時～17時　

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

●竹工と世界の布展示　

　江戸中期制作の竹工品と、世界各国の敷物、壁掛け、

上着などの布製品を展示しています。

期間　11月27日㈰まで
●砥部焼（ひろき窯）陶磁器展　

　日本民藝館展入選者の多川浩生。北九

州の阿部祐工氏に師事して28年。作品作

りに精進を重ねる作家の展示即売会。

期間　11月27日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分　

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

【開館時間】８時30分～17時　

【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭ 【開館時間】10時～21時　　【11月休館日】月曜日

【四国鉄道文化館　北館】

●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　当市出身の漫画家・つだゆみさん

原作の紙芝居で、十河信二氏の偉業

を楽しく読み聞かせてくれます。

日時　11月13日㈰　14時上演
●レールスター乗車会

　線路巡回用のレールスター（軌道

自転車）で線路を走ってみよう！

日時　日曜日　※雨天中止

　　　10時～12時、14時～16時

【四国鉄道文化館　南館】

●ペーパークラフト体験教室

　いろいろな列車を作ってみよう！

日時　土曜日　14時～15時

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3575

【開館時間】９時～18時　　※観光交流センターは無休

【11月休館日】水曜日（23日開館）、24日㈭　　
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●４日・18日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：20

飯岡戻川集会所　　　10：30～11：00

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：00～14：30

徳田公民館　　　　　14：40～15：10

●11日・25日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：00～10：30

氷見公民館　　　　　10：50～11：20

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

●５日・19日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

●12日・26日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　10：50～11：20

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：30～11：50

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】

　西条図書館：９時～22時

　東予図書館：９時～19時（11月５日㈯は９時30分～17時、11
　　　　　　　月６日㈰は９時～15時）
　丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【11月休館日】※施設修繕で小松温芳図書館が臨時休館します。

　西条図書館：30日㈬
　東予図書館：月曜日、４日㈮、24日㈭、30日㈬
　丹原図書館：金曜日、７日㈪、24日㈭、30日㈬
　小松温芳図書館：水曜日、４日㈮、６日㈰～12日㈯、24日㈭、
　　　　　　　　　25日㈮

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　11月12日㈯　15時～15時30分　　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　11月16日㈬　10時～、10時30分～　対象：乳幼児
東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　11月16日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　11月12日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　11月17日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　11月26日㈯　10時30分～　　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●７日・21日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：40～10：10

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：20～10：50

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：30～14：50

●１日・15日・29日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

西条小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：50～14：00

明穂集会所　　　　　14：30～15：00

●８日・22日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：00～14：30

田野公民館　　　　　14：40～15：00

●２日・16日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：40～14：10

●９日・23日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

国安上集会所前　　　14：00～14：30

▼ 11 月のおはなし会 ▼ ▼移動図書館車「カワセミ号」11 月の巡回コース▼

●のびのびタイム

　11月５日～19日の土曜日　13時30分～14時30分

　５日・12日：レゴで遊ぼう

　19日：クリスマス飾りを作ろう

●いもほりと焼いも（要申込）

　11月６日㈰　10時～
　対象：幼児・小学生　　定員：20人

●リトミック（要申込）

　11月29日㈫　11時～11時45分
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●えいごであそぼう！（要申込）

　11月５日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生15人
●ゲーム遊び

　11月12日㈯　14時～15時30分　　定員：小学生15人

●特別企画「お母さんのためのバレトン教室」（要申込）

　バレエ、フィットネス、ヨガをミックスのバレトン。

　11月１日㈫　10時30分～11時30分　対象：乳幼児親子
●エプロン教室「キャラデコスイートポテト作り」（要申込）

　11月５日㈯　13時30分～15時
　定員：小学生20人　　※エプロンクラブ員は申込不要

●焼き芋大会（要申込）

　11月５日㈯　14時～16時
　対象：幼児・小学生　　定員：20人

●リズム教室　11月19日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

●こども映画会「アーロと少年」

　11月19日㈯　13時30分～15時　　対象：幼児・小学生
●茶道クラブ

　11月26日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【11月休館日】月曜日、23日㈬　　※20日㈰は西条児童館が休館します。

氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館
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９／14　全国大会を前に飛躍誓う

９／27　迅速で効果的な応急手当を

　西消防署で「応急手当競技大会」を開催。迅速で効

果的な応急手当の実施を目的に毎年開催しており、市

内の事業所や福祉施設など11チームが参加。心肺蘇生

法やＡＥＤの使用など、救急隊の到着までに行う応急

手当の重要性を再認識してもらう大会となりました。

９／30・10／１　第６回古代山城サミット西条大会

　県内唯一の古代山城である国史跡「永納山城跡」と同時代の山城を有する自治体が一堂に会する「第６回古代

山城サミット西条大会」を２日間にわたって開催。１日目は、永納山城跡の現地見学と、中央公民館で関係自治

体の首長による会議を行いました。船による海上からの見学では、現在、環境整備を重点的に実施している永納

山城跡南東部の城壁ラインを確認できました。２日目は、総合文化会館に市内外から800人を超える方々が集ま

り、前日の会議の報告や楠河小学校６年生の学習発表、シンポジウム、伝統芸能披露などが行われました。

　合唱およびスポーツ（陸上競技、山岳競技、野球、

バドミントン）で活躍し、県代表や県選抜選手となっ

た市内中学生が、９月から10月に開催の各種全国大会

を前に市役所を訪問。力強く決意発表を行い、市長か

らあたたかい激励の言葉がかけられました。

９／25　歩いてふれあう五百亀の作品

　五百亀ふれあいウォーキングを開催。西条高校・小

松高校の生徒もボランティアガイドとして参加し、伊

藤五百亀の作品を詳しく説明してくれました。参加者

からは、普段気づかなかった作品をゆっくり鑑賞する

ことができてよかったなどの声が聞かれました。

　10月１日から始まった赤い羽根共同募金は、地域福

祉活動のための募金です。初日に出発式を行い、市内

スーパーマーケットなどで街頭募金が行われ、子ども

たちも大きな声で募金を呼びかけました。12月には歳

末たすけあい募金も行われます。

地域福祉にあなたのやさしさを

自治体首長会議自治体首長会議 楠河小学校の児童による学習発表楠河小学校の児童による学習発表
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９／22　給食で地産地消 ９／16　見て！触って！ぶどう収穫体験

　地元農産物を使った学校給食メニューを市内小・中

学生が考える料理コンクールが、四国電力㈱西条営業

所で開催されました。書類審査で選ばれた５チーム

が、料理の腕前を披露しました。入賞作品は、今後の

給食メニューとして提供される予定です。

　西条東中の２年生115人が、丹原もぎたて倶楽部の

３カ所の農園で、県の農林業魅力発信事業「見て！

触って！感動！」体験研修に参加。完熟ぶどうのおい

しさを味わうとともに、実際に農作業を行うことで、

１次産業の大切さや収穫の喜びを体験しました。　

10／１　愛顔（えがお）つなぐえひめ国体・えひめ大会まであと１年！

９／22　アスリートに学び競技力向上 ９／15　フルコンタクト空手で優勝

　次世代を担う子どもたちを対象に、新居浜商業高校

女子バスケットボール部顧問を務める窪田夕子先生を

迎え、バスケットボール教室を開催。77人の次世代を

担う子どもたちが参加し、トップアスリートによる指

導で、競技力の向上が図られました。

　８月に京都で開催された「2016極真祭12歳男子50㎏

以下組手の部」で優勝した近藤虎仁さん（西条東中１

年）が市役所を訪問。強豪ぞろいのトーナメントを勝

ち抜いた近藤さん。「将来は高校生でも全日本チャン

ピオンを目指します」と力強く語ってくれました。
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　「愛顔（えがお）つなぐえひめ国体・えひめ大会開催１年前イベントin西条」を開催。会場となった市庁舎前

駐車場には、国体ちょうちんをつけた喜多町・魚屋町・大師町・百軒巷・新地・本町おともの６屋台が集結。三

芳祝太鼓の演奏、祭彩華・Danza*rosa（ダンツァ・ローザ）によるダンスが披露された後、東予高校製作のカウ

ントダウンボードをお披露目。いもたきのふるまいや無料ドリンクコーナーなどもあり、大変にぎわいました。
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石岡神社祭礼丹原統一かきくらべ

伊曽乃神社祭礼飯積神社祭礼

東予秋祭り統一運行嘉母神社祭礼

三嶋神社祭礼 綾延神社祭礼 磐根神社祭礼
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　お子さんの写真・氏名・性別・生年月日、住所、保護者の氏名、電話番号、 字以内の
コメントを添えて、誕生月の前月１日必着（当日消印無効）で担当課へ郵送・提出してく
ださい。掲載・非掲載に関わらず、写真は返却できません。応募が多い場合は初めての方
を優先した上で、抽選します。
※１日が土・日・祝日の場合は、本庁のみ宿直に受付ボックスを準備しています。
※コメントは 字を超えると文字が小さくなり、読み取りにくくなります。
◎応募先　〒 － 　明屋敷 　西条市役所　広報広聴課　広報係　 － －

ふりがな

誕生日を迎える３歳以下の子どもの写真募集
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り

し
田い
な
か舎
の
駅
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
根
祐
子

銀
杏
の
実
り
て
重
く
枝
垂た

れ
ぬ
猛
暑
の
庭
に
秋
見
え

に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
利
枝

一
瞬
の
ふ
と
し
た
表
情
同
じ
顔　

我
が
子
見
る
目
の

母
の
優
し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
清
信

父
母
の
死
も
弟
の
死
も
見
送
り
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

憩
う
ひ
と
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

黒
羽
織　

卒
業
式
に
着
た
き
り
で
箪た
ん
す笥
の
中
で
「
ネ

ン
ネ
ン
、
こ
ろ
り
。」　　
　
　
　
　
　

塩
見
眞
由
美

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
で
作
成
し
、
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月

１
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

■問合せ

　市庁舎新館２階　観光物産課

　物産・ブランド推進係

　TEL0897－52－1380

ソフトな食感ととろりとした甘さ

あんぽ柿

ふるさと産品通信

　西条市は、生産量全国一を誇る愛宕柿をはじめ、全

国最大級の大きさを誇る太天柿や太秋柿など、数多く

の品種の柿が生産される県内有数の柿の一大産地で

す。秋が深まるこのシーズン、その生産～出荷は最盛

期を迎えますが、今月ご紹介するのはその柿を原料と

して生産される特産加工品「あんぽ柿」です。

　「あんぽ柿」は、渋柿をおいしく食べられるように

加工した干し柿の一種で、愛宕柿、刀根柿、横野柿を

原料としています。平成８年に東予園芸農業協同組合

で加工への取り組みが開始され、平成15年の加工施設

の稼働開始に伴い、本格的に生産されるようになりま

した。今年度からは、周桑農業協同組合も工場を整備

して生産を開始しており、さらなる産地化が進んでい

ます。

　干し柿の一種ではありますが、食感はやや異なり、

グミを柔らかくしたようなジューシーな食感で、よう

かんのようだという人もいます。カリウムやビタミン

などの栄養素も豊富で、健康食品としても注目されて

います。皮をむく必要がなく、手を汚さず気軽に食べ

られるところも魅力です。

　平成25年９月にはえひめ愛フード推進機構の「愛」

ある産品にも認定され、文字通り愛媛を代表する産品

の一つとして全国に紹介

されています。

　西条の秋を代表する産

品「あんぽ柿」。贈答品

としても大変喜ばれる一

品です。ぜひご賞味くだ

さい。
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子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
と
い
う

学
び
の
場
で
数
多
く
の
友
達
と
接

し
て
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
、
大
き
く
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

友
達
関
係
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
友
達
に
対
す
る
思
い

を
書
い
た
作
文
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
作
文
は
、
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
の
作
品
集
（
平
成

23
年
度
版
）
か
ら
の
抜
粋
で
す
。

「
少
し
の
勇
気
を
」

　

大
町
小
学
校
６
年
生
（
掲
載
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
実
桜

　

こ
れ
ま
で
に
友
達
と
の
関
係
で
、

私
自
身
が
嫌
な
思
い
を
し
た
り
悩

ま
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
友
達
が
嫌
な
こ

と
を
さ
れ
て
い
る
時
、
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。「
大
丈

夫
？
」
と
声
を
か
け
る
し
か
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
Ａ
さ
ん
や
Ｂ
さ

ん
は
、
誰
か
が
け
ん
か
を
始
め
る

と
、
い
つ
も
止
め
に
入
っ
て
い
ま

す
。
私
に
も
彼
女
た
ち
の
よ
う
な

勇
気
が
出
た
ら
い
い
な
あ
と
思
う

け
れ
ど
、
何
も
で
き
な
い
で
い
ま

し
た
。

　

あ
る
時
、
私
の
目
の
前
で
け
ん

か
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

よ
う
に
、
ど
う
し
よ
う
、
と
心
の

中
で
迷
い
な
が
ら
そ
の
場
に
立
ち

す
く
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
け
ん
か
を
し
て
い

る
友
達
も
私
も
気
持
ち
が
よ
く
な

い
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
、　
「
や

め
ん
か
い
」
と
止
め
に
入
り
ま
し

た
。
そ
の
一
言
で
、
友
達
の
口
げ

ん
か
も
収
ま
っ
た
の
で
す
。　
　

…
略
…

　

一
人
ひ
と
り
性
格
は
違
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
意
見
の
食
い
違
い
で
け

ん
か
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
勇
気
を
出
し

て
「
ご
め
ん
。」
と
言
っ
て
仲
直

り
を
す
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
友
達
で

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
少
し
ず
つ
勇
気
の
力
を

つ
け
て
い
き
、
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
集
団
の
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て

行
け
る
自
分
に
な
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
作
文
の
よ
う
に
、
友
達
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
集
団
づ
く
り
を
し

て
い
け
ば
、
ど
の
子
も
「
学
校
へ

行
く
の
が
楽
し
い
」
と
言
え
る
子

ど
も
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
い
じ
め
や
差
別
の
な
い
学
校

に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
西
条
市

が
今
取
り
組
ん
で
い
る
「
人
権
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

人権・同和教育シリーズ　№122
友達

西条市教育委員会

人権擁護委員が委嘱されました

　10月１日付で、法務大臣から次の方が人権擁護委員に

委嘱されました。

　○香川るり子氏（丹原町田野上方）・・・新任

　○松田　眞理氏（丹原町田野上方）・・・新任

　○戸田　秀夫氏（福武）・・・・・・・・新任

　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき委嘱された

私たちの街の相談パートナーです。暮らしの中での悩み

や心配事、困り事のある方は、お近くの人権擁護委員に

ご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

　人権相談は毎月実施しています。日程や実施場所は定

期無料相談（27ページ）の左上段をご覧ください。

問合せ　市庁舎新館１階　広報広聴課　TEL0897－52－1243

11月12日㈯～25日㈮
女性に対する暴力をなくす運動期間
　女性に対する暴力の一つ「配偶者からの暴力」は、犯

罪となる行為も含む重大な人権侵害です。早めにご相談

ください。秘密は厳守します。

相談機関　

　○愛媛県福祉総合支援センター（月～金曜日）

　　TEL089－927－3490

　○愛媛県男女共同参画センター（火～日曜日）

　　TEL089－926－1644

　○愛媛県警察本部　TEL089－931－9110

　○市庁舎本館１階　子育て支援課（月～金曜日）

　　TEL0897－52－1373

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきました。

心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600

■個人　　　

　○故 神野哲磨（北条）　○渡部玲子（丹原町川根）

■各種団体　

　○茶道裏千家淡交会西条支部

　○社会医療法人社団更生会村上記念病院

　○紅葉ASC第12回歌謡祭　　○庄内公民館

　○西条市社会福祉協議会東予支所

　○㈱ダイナム　　○ウエストジャパン歌謡祭

　夫やパートナーからの暴力、職場等におけるセクシュ

アル・ハラスメント、性犯罪等女性に対する暴力、スト

ーカー行為、女性差別、離婚問題等の家庭内問題など、

女性の人権に関するあらゆる相談に電話で応じます。

※予約不要、無料、秘密厳守

日時　11月14日㈪～20日㈰
　　　月～金曜日：８時30分～19時

　　　土・日曜日：10時～17時

電話番号　０５７０－０７０－８１０

　　　　　（一部ＩＰ電話不可）

相談担当　人権擁護委員、法務局職員

問合せ　松山地方法務局　TEL089－932－0888

全国一斉「女性の人権ホットライン」

強化週間における電話相談
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定期無料相談
＜代表電話＞　○西条市庁舎：0897－56－5151　○東予総合支所：0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所：0898－68－7300　○小松総合支所：0898－72－2111

＜注意事項＞　定期相談の実施日は、原則「祝日・年末年始」を除きます。

■日時　11月19日㈯　10時～16時（受付は15時30分まで）
■場所　総合福祉センター３階研修室１

■内容　金銭貸借、交通事故、土地建物関係、夫婦・親

　　　　子関係、相続問題などの解決方法や調停手続き

　　　　について相談に応じます。（秘密厳守）

■相談担当　調停委員

■主催　西条調停協会

■後援　最高裁判所

■問合せ　西条調停協会（松山地方裁判所西条支部内）

　　　　　TEL0897－56－0685

無料調停相談会

■行政相談
○11月１日㈫・12月６日㈫　10時～12時
　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ：東予総合支所総務課

○11月８日㈫　13時～15時　神拝公民館
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○11月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　11月22日㈫　９時～12時　桜樹公民館
　問合せ：丹原総合支所総務課

○11月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ：小松総合支所総務課

■人権相談
○11月17日㈭　13時～17時　玉津公民館
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○月～金曜日　８時30分～17時15分　松山地方法務局西条支局

　問合せ：松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110

■法律相談
　事前予約制（受付11月１日㈫～、先着15人）
※弁護士が解決の糸口となる助言を行います。相談時間は、１人

　15分間ですので、相談内容を整理しておいてください。

○11月９日㈬・24日㈭　13時～17時　
　市庁舎新館１階広報広聴課

　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○11月16日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問合せ：東予総合支所総務課

■消費生活相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階消費生活センター　TEL0897－52－1495

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　11月２日㈬　10時～12時（受付11時15分まで）
　丹原公民館

　問合せ：愛媛県司法書士会（池田）　TEL0898－68－3373

■不動産無料相談
　11月８日㈫　13時～15時
　西条宅建協会　TEL0897－55－0988

　主催：西条宅建協会（明屋敷57－11　兵庫ビル２階）

■無料不動産相談
　11月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催：宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■お酒の悩み相談
　11月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ：西条断酒会（辻本）　TEL0897－55－8030

■若者就労支援出張相談会
　11月１日㈫・15日㈫・22日㈫　13時～17時
　ハローワーク西条

　問合せ：東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

■子育て相談
◆カウンセラーによる教育・発達・医療など「専門的相談」

　○日曜日・祝日　10時～15時

　　総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○11月19日㈯　10時～12時
　　東予南保育所内　　らっこ・はうす　TEL0898－64－3112

◆地域子育て支援センター「平日の子育て相談」

　○総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○飯岡保育園内　　おさなごゆめの城　TEL0897－55－2311

　○東予南保育所内　　らっこ・はうす　TEL0898－64－3112

　○小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

　○中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

　○紺屋町フロム２階　元気にこにこ堂　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　毎週水曜日　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談　火・水・金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　月・木曜日　東予総合支所市民福祉課

　問合せ：市庁舎本館１階　子育て支援課　TEL0897－52－1373

　　　　　東予総合支所　市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談　　主催：西条市社会福祉協議会（社協）
○総合福祉センター　社協西条支所　TEL0897－53－0880

　月～金曜日　13時～16時

○東予総合福祉センター　社協本所　TEL0898－64－2600

　金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　社協丹原支所　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　社協小松支所　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日　13時～16時

■補聴器相談会
○11月16日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ：市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1214

■精神障がい者の家族相談会
　11月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ：さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803

■認知症（もの忘れ）相談　予約制（定員：先着２人）

　11月24日㈭　９時～11時30分　東予総合福祉センター
　問合せ：地域包括支援センター　TEL0897－52－1412

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　　毎日24時間受付

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

27 広報さいじょう　2016　 11月号



　ＮＨＫテレビ・ラジオでおなじみの講師やアシスタ

ントに正しい「ラジオ体操第２」を指導してもらいま

す。ラジオ体操第２は、体を鍛え、筋力を強化するこ

とにポイントを置いています。

日時　12月１日㈭　14時～15時30分
場所　東予体育館

講師　体操指導　岡本美佳先生

　　　アシスタント　吉江晴菜さん

申込み開始日　11月８日㈫～
申込先　各保健センター

はしかの予防接種は

お済みですか
定期予防接種ＭＲ（麻しん風しん混合）

乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）とは

　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではな

く眠っている間に突然死亡してしまう病気です。原因

は不明で、日本では6,000人～7,000人に１人の赤ちゃ

んがこの病気で亡くなっていると推定され、生後２カ

月～６カ月に多いとされています。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守る３つのポイント

　①うつぶせ寝はやめる　　②たばこはやめる

　③できるだけ母乳で育てる

問合せ　中央保健センター

　県では禁煙・分煙に取り組んでいる施設を認定し、

ステッカーを交付しています。施設の入口などにステ

ッカーを貼付することで、利用者が受動喫煙を受けな

い施設かどうか判断できます。

条件　禁煙・分煙の取り組みを行っていること

申請方法　所定の申請書（県ホームページからダウン

　　　　　ロード可）に必要事項を記入し提出

提出先　西条保健所　健康増進課

　　　　TEL0897－56－1300

えひめ「愛の禁煙・分煙施設」募集

11月は乳幼児突然死症候群の

対策強化月間です

　全国各地で麻しん（はしか）の患者が報告されてい

ます。まだ接種していないお子さんは、医療機関に予

約し早めに接種しましょう。発熱やせき、鼻水の症状

が出た場合は、速やかに医療機関を受診しましょう！

ラジオ体操で健康づくり講座

10月１日～11月30日は

愛媛県麻薬・覚せい剤乱用防止運動期間

　麻薬・覚せい剤などの薬物を乱用すると健康を害す

るだけでなく、各種犯罪を誘発する恐れがあります。

　麻薬・覚せい剤などに対する認識を一人一人が高め

ることで、薬物乱用の根絶を目指しましょう。

◆薬物相談窓口　

　○西条保健所　TEL0897－56－1300

　　日時：毎週火曜日　13時～15時

　○愛媛県心と体の健康センター（電話相談）

　　TEL089－911－3880　月～金曜日

◆危険ドラッグ相談窓口

　○県薬務衛生課　TEL089－912－2393　月～金曜日

　○西条保健所　TEL0897－56－1300　月～金曜日

健康づくりセミナー

日時　11月29日㈫　13時15分～16時
場所　総合福祉センター３階第２研修室

内容　○パネルなどの展示

　　　○咬合力検査、歯間ブラシ体験、歯科相談、減

　　　　塩しょうゆ試食体験

　　　○講演「歯周病予防からアンチエイジング」

　　　　講師：歯科衛生士　鈴木　茜先生

申込期限　11月10日㈭
申込先　中央保健センター

第１回いきいきヘルシーデイ
～いつまでも笑顔で生活するために～

日時　11月６日㈰　９時30分～16時
場所　西条市民病院　※巡回バスあり

内容　※講演は定員60人、両講演とも要申込　

　○10時45分～　講演「ロコモティブシンドローム」

　　講師：首藤　貴医師

　○12時～　講演「肥満・糖尿病・認知症にならない

　　　　　　　　　ための簡単な食事のポイント」

　　講師：高田康徳医師

　○筋力・バランス・血糖など各種測定、医療介護相

　　談、献血、多肉植物寄せ植え、子ども向けふわふ

　　わバルーン、アロマ、屋台など

申込先・問合せ　西条市民病院　TEL0898－72ー4111　

対象年齢　１期：１歳から２歳になるまでの間

　　　　　２期：小学校就学前の１年間（年長）

接種回数　１期、２期ともに１回

問合せ　各保健センター
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■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場

　妊娠・出産・育児などの相談や情報交換が

行えます。相談には、助産師・保育士・保健

師・栄養士などの専門スタッフが応じ、問題

解決に向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、

　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

日時：火曜日（祝日除く）

　　　10時～15時（助産師相談は12時まで）

　　　※受付は14時30分まで

場所・問合せ：中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や、保護者が気軽におしゃ

べりのできる空間を提供しています。

日時：月・木曜日（祝日除く）９時～16時

場所・問合せ：小松保健センター

■成人向け「健康栄養相談」※要予約
受付時間：13時30分～16時

中央保健センター：11月７日㈪・12月５日㈪
東予保健センター：11月14日㈪・12月12日㈪
丹原保健センター：11月21日㈪・12月19日㈪
小松保健センター：11月28日㈪・12月26日㈪

■こころの相談　※要予約
　生活上の問題、治療、社会復帰など、心の

健康相談に医師・保健師が応じます。

日時：11月10日㈭　13時30分～15時30分
場所・申込先：中央保健センター

■西条保健所情報

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　11月22日㈫　13時30分～15時30分
問合せ：西条保健所　TEL0897－56－1300

■11月の献血日程

◆西条市民病院　11月６日㈰　
　９時30分～11時・12時30分～16時30分

◆西条農業高等学校　11月13日㈰　
　８時30分～12時・13時～15時

　西条石鎚ライオンズクラブ協力

問合せ：愛媛県赤十字血液センター

　　　　TEL089－973－0755

体の中から健康になる　食事のつぼ講座
内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知り、理想の体重に近づこう

　　　バランス編：食事バランスガイドを知り、体の内側から美しくなろう

▼11月・12月の日程など　　　　　　　　　　 　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先 カロリー編

12月７日㈬

バランス編

11月14日㈪

11月18日㈮ 12月14日㈬
13時30分～15時

受講時間

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

15日㈫

17日㈭

22日㈫

16日㈬

10日㈭

１日㈫

24日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成28年７月１日～
７月31日の出生児

平成28年７月１日～
８月31日の出生児

13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成27年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成25年10月１日～
10月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

11月の乳幼児健康診査

９日㈬　９：30～11：00　小松保健センター

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

11月の乳幼児相談

丹原保健センター

小松保健センター 11月30日㈬

11月29日㈫

　今年度、完了認定証を交付された方は次のとおりです。（敬称略）

◆地球一周完了（41,240㎞）

　○中西貞二（西泉）

◆全国一周完了（10,310㎞）

　○渡辺哲也（喜多台）

　○髙橋正夫（飯岡）

　○月原保廣（丹原町来見）

　○曽我部克己（喜多川）

◆北海道一周コース（2,190㎞）

　○月原ひとみ（丹原町来見）

　○曽我部克己（喜多川）

◆四国一周コース(940㎞)

　○杉田チヱ子（高田）

　○渡辺哲也（喜多台）

◆ウォーキングマップ25コース達成者

　○宇摩木　榮（新居浜市）

　○星加映二（大町）

　○月原保廣（丹原町来見）

　○月原ひとみ（丹原町来見）

11月12日は皮膚の日　皮膚がん無料相談
　日ごろ「がん」ではないかとお悩みの方、この機会に皮膚がん相談を

受けてみませんか。※皮膚がん以外の症状の相談は受付できません。

日時　11月６日㈰　13時～16時
場所　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町）

問合せ　中山皮膚科クリニック　TEL0897－32－9062

　　　　皮フ科・形成外科　はらだクリニック　TEL0897－43－3210

ウォーキング完了者

○薦田朝美（朔日市）

○伊藤順子（福武）

○髙橋三津恵（船屋）

○坪井美佐子（船屋）

○川髙玲子（福武）

○大澤福美（飯岡）

○　　由美香（野々市）
○堀家則雄（飯岡）

○峯本英毅（飯岡）

○峯本敦子（飯岡）

○竹島治二（朔日市）

○竹島喜代美（朔日市）

10日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

17日㈭　９：30～11：00　田野公民館

24日㈭　10：00～11：30 東予北地域交流
センター
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▼当番病医院は変更の場合があるため、受診前に各病医院かテレホンサービスTEL0897－58－2200でご確認ください。

▼小さな子どもの急な病気やけがで心配なときは、小児救急医療電話相談（19時～翌朝８時）をご利用ください。

　医師や看護師が相談に応じます。TEL＃8000（携帯電話・プッシュ回線）TEL089－913－2777（ダイヤル回線）　

受診前に必ず電話してください
症状によっては受診できない場合があります。

11月の当番病医院

広 告 欄 広 告 欄

１
㈫ 19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

内科 外科

16
㈬ 19時～22時

２
㈬ 19時～22時

済生会西条病院
0897－55－5100

済生会西条病院
0897－55－5100

９時～18時

17
㈭ 19時～22時

３
㈭
18時～22時

18
㈮ 19時～22時

済生会西条病院
0897－55－5100

４
㈮ 19時～22時

つくだクリニック
0897－57－8200

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19
㈯ 19時～22時

つくだクリニック
0897－57－8200

５
㈯ 19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条愛寿会病院
0897－55－2300

20
㈰

９時～18時

西条中央病院
0897－56－0300

６
㈰

９時～18時
21
㈪

18時～22時

松本整形外科
0897－52－1011

７
㈪

18時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

22
㈫

19時～22時

８
㈫

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

23
㈬

19時～22時

９
㈬

19時～22時

９時～18時

19時～22時

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

24
㈭

18時～22時

10
㈭ 19時～22時

25
㈮

19時～22時

村上記念病院
0897－56－2300

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

26
㈯

19時～22時

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

11
㈮

19時～22時

村上記念病院
0897－56－2300

19時～22時

横山病院
0898－72－2121

12
㈯

９時～18時

今井クリニック
0898－68－8118

27
㈰

９時～18時

今井クリニック
0898－68－8118

13
㈰
18時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

28
㈪

18時～22時

済生会西条病院
0897－55－5100

14
㈪ 19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

29
㈫

19時～22時

15
㈫ 19時～22時

西条中央病院
0897－56－0300

済生会西条病院
0897－55－5100

19時～22時
平田クリニック
0898－76－2256

休日夜間急患センター
0897－52－2001

30
㈬ 19時～22時

内科 外科

休日夜間急患センター
0897－52－2001

村上記念病院
0897－56－2300

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

済生会西条病院
0897－55－5100

西条市民病院
0898－72－4111

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条中央病院
0897－56－0300

休日夜間急患センター
0897－52－2001

平田クリニック
0898－76－2256

松本整形外科
0897－52－1011

休日夜間急患センター
0897－52－2001

済生会西条病院
0897－55－5100

西条中央病院
0897－56－0300

西条市民病院
0898－72－4111

市立周桑病院
0898－64－2630

休日夜間急患センター
0897－52－2001

済生会西条病院
0897－55－5100

村上記念病院
0897－56－2300

横山病院
0898－72－2121



広 告 欄 広 告 欄

西条市総合文化会館 開館20周年記念

三山ひろしコンサート2016 ～気鋭の道～
西条市総合文化会館 開館20周年記念

三山ひろしコンサート2016 ～気鋭の道～

開催まであと 10カ月
西条市開催６競技のうちサッカー（少年男子）は

ひうち陸上競技場で

平成29年10月１日㈰～３日㈫・５日㈭に開催。

１階席：6,000円（当日6,500円）

２階席：5,000円（当日5,500円）

14時開演
総合文化会館大ホール

11/20 日

入場料入場料

宝塚歌劇 宙組全国ツアー 西条公演
「バレンシアの熱い花」「HOT EYES!!」

宝塚歌劇 宙組全国ツアー 西条公演
「バレンシアの熱い花」「HOT EYES!!」

Ｓ席（１階）：7,300円
Ａ席（２階）：4,000円
※未就学児の入場はご遠慮
　ください。

昼：14時開演　夜：18時開演
総合文化会館大ホール

11/30 水

入場料入場料

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

16

木

大ホール

小ホール
展 示 室

第30回西条地区老人クラブ連合会 カラオケ発表会

カラオケ喫茶メルヘン 兼若歌謡教室 謝恩歌謡祭
ゲスト：レーモンド松屋

無　料9：30

大ホール

9：30

６ 日

市総務課　　　　　　　　　TEL0897－52－1205

伊予西条税務署　　　　　　TEL0897－56－3290

小ホール

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

カラオケ喫茶メルヘン　　　TEL0897－56－9715

平成28年分 年末調整説明会

９ 水

12：30

10：0011 火１ 市民表彰式

公開落語講演会
あなたが笑えば周りも笑う笑顔の種まき水

17

公益社団法人　伊予西条法人会
　　　　　　　　　　　　　TEL0897－55－2025

20 日 三山ひろしコンサート2016 ～気鋭の道～

22 火 西条市（東部地区）小学校音楽フェスティバル

19：00

13：30 14：00

12：55
10：30

18：30 小ホール

大ホール

小ホール

大ホール

無　料
※要整理券

１階席　6500円
２階席　5500円

無　料

23 水 第13回 西条市社会福祉大会

26
27
土
日
第68回西条地域秋季市民芸術文化祭：芸能祭

26
27

30 水

第68回西条地域秋季市民芸術文化祭：美術展
※26日は17時、27日は16時まで

宝塚歌劇 宙組 全国ツアー 西条公演
「バレンシアの熱い花」「HOT EYES!!」

9：00

10：00
13：30

10：00

13：30
17：30

14：00
18：00

小ホール

大ホール

大ホール

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

西条地区老人クラブ連合会　TEL0897－52－1292

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

市教育委員会学校教育課　　TEL0897－52－1640

市教育委員会社会教育課　　TEL0897－52－1628

西条市社会福祉協議会　　　TEL0898－64－2600

土
日

9：15 9：30

13：00

12：30 13：00

12：30
10：00

無　料

１階席　7300円
２階席　4000円

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

西条市中学校音楽フェスティバル

13：30

９ 水 大ホール

大ホール 市危機管理課　　　　　　　TEL0897－52－1283「西条市暴力追放コミュニティ協議会」設立式

日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

５ 土

12：30

ヤンマーアグリジャパン株式会社
　　　　　　　　　　　　　TEL0898－66－2640

問 合 せ

26 土
音旅舎2016秋の四国ツアー
～FUSHIGIで？不思議な？音楽会～

13：00

10：00

13：00

9：15 大ホール

小ホール

無　料

無　料

無　料

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

18 金

西条市（西部地区）小学校音楽フェスティバル17 木

ヤンマー密苗講習会

月

11

27

29

日

火

ハーモニカコンサート

ホールオペレーター体験講座

8：45

12：00 14：00

12：30 13：00

19：00

小ホール

大ホール

大ホール

無　料

無　料

無　料

大　　　人　2500円

中学生以下　2000円

市教育委員会学校教育課　　TEL0897－52－1640

NPO法人　自遊学校あるここ（三谷）
　　　　　　　　　　　　 TEL090－8695－7950

宇佐美　進　　　　　　　　TEL0898－76－2119

総合・丹原文化会館ほかでチケット販売中！

主　演主　演 朝夏まなと

主　催主　催 西条市

総合・丹原文化会館でチケット販売中！
主演：朝夏まなと

宝塚歌劇団○○ＣＣ
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02　特集 近藤篤山生誕250年

　　篤山先生が残したもの

06　市議会９月定例会／伊予遍路道「横峰寺道」

　　を国史跡指定／農政局道前平野農地整備事

　　業所を開設

07　東予西中で総合防災訓練を実施します／津

　　波避難ビルの指定

08　いよ西条鉄道フェスタ2016／本谷温泉館の

　　料金改定／エネルギーフォーラム

09　支所だより

10　情報最前線

　　10～11：お知らせ／11～14：催し

　　14～16：講座教室／16～17：募集

18　施設ガイド

21　まちのわだい カメラスポット

23　西条秋まつり写真特集

24　Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ

25　さいじょう文芸広場 ほか

26　人権・同和教育シリーズ ほか

27　定期無料相談

28　保健センターだより

30　11月の当番病医院

31　文化会館イベント情報 ほか

11月号　目次

西条バードウォッチング　　撮影：十亀茂樹

№135　マガモ（冬鳥）

◎人口　111,783 人（＋０）

　男性　 53,843 人（＋７）

　女性　 57,940 人（－７）

◎世帯　50,359 世帯（＋34）

　住民基本台帳登録数
　平成28年９月末日現在（前月比）

当番病医院（常時）
０８９７－５８－２２００

災害情報（発生時）
０８９７－５５－５５５１

防災行政無線の内容確認
０８９７－５６－６５９９

　全長59㎝、雄の生殖羽では緑色光沢の頭に黄色いくちば

し、白い首輪が識別点、雌は茶褐色の地味なカモです。日

本鳥名由来辞典によると室町時代から他のカモと区別して

「青頸（あおくび）」と呼ばれ、江戸時代前期からマガモ

となったとありました。西条では黒瀬ダム湖、各地のため

池、加茂川河口などで普通に一番多く見られます。

人口のうごき テレホンサービス
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